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第1:章緒言

喀血｡ハ肺血核ノ経過中一屡ｌ起ル重大事こ・シテ

之レニ件ヒ病機ノ増悪、蔓延、其他種々ノ悪影

　　　　　

'●、
響テ及ボ｀ス事アルニョリ、患者拉二聾師二對シ

テモ極ノテ重大ナル開心事ナルコトノヽ論ヲ･挨タ

デル所ナリ。然Jレーユ此ノ方面二開スル研究ぺ

外ニモ等閑二附セラレ、唯単二病竃ヨリスル結

核菌ノ吸入－ヨル吸引性肺炎ノ危瞼ヤ、或・ヽ斯

ノ如キ事ナキ場合ニモ既存病機ノ進展テ招致ス

｡)レトナ７ヽモノ、或ハ骨髄ノ萎縮テ来シ、之にｰ

禎登スル悪性貧血様症状テ来ス(Stern berg)等

ノ事が従来主張セラレタルニ過ギズ。或・ヽ叉喀

血ハ肺結核二對シテ何等直接有害作用ラ及ボ｀ス

モノーアラズト主張スルー派ノ學者スラアリ。

然レドモ喀血が肺臓二及ボス可や影響二開シテ

精確ナル判断ヲ呉フル賓験的研究ハ古来甚グ少

ク且不完全ニシテ、気管ヨリ血液ノミヲ注入セ

ル場合ノ肺組織ノ爰化二開やレPeal ｕ. Lipm-

ann, Sommerbrodt ｕ. Gluzinski等ノ研究叉

Austrian ahd Willis ノ加結核菌血液ノ気管内

注入ニョル肺ノＸ光線學的研究等アルモ極ノテ

不十分ナリ。最近農表セラレタル山上氏ノ研究

ノヽ比較的精細二試えラレタルモノーシテ、海挑

二就テ自己血液叉ハ結核菌ヲ･軍鶏ニ、及ビ雨者

ヲ混ジテ気管内月主入セル各場合二於タル肺臓

病歿ノ比較拉二免疫動物二就テノ同様賓験ヲ試

ミ、軍燭二結核菌注入ノ場合二比シ、之レガ血

液卜共二注入セシ場合ノヽ非免疫及ビ免疫動物共

二肺ノ結核性病宛が強度ナリトノ結論二到達セ

リト報告セリ。

斯ノ如ク従来此ノ方而ノ研究ハ健康肺臓内ヘノ

血液及ヒヽ結核菌注入－ヨル病愛ノ検索二限ラレ

タルモ、肺結核二於ケル喀血ハ、多クノ場合既

二相常ノ結核性病愛アル肺臓ヨリスル出血ナレ

バ、之レガ影響、結果モ亦斯ノ如キ簡軍ナルモ

ノトノヽ認ノ･難シ。卸チ喀血二件フ血液及ビ結核

菌ノ肺組織内ヘノ浸入・ヽ（１）気管枝ヨリ健康肺

胞内ヘノ流入或ハ吸引。（２）出血部周園組織内

ヘノ直接浸潤。（３）既存病竃部ト健康部トノ間

二於テ被ル影響及ビ愛化ノ相違。（４）出血側ト

反對側トニ於ケル相違。･（５）既存病竃が廣汎二

融合セル場合ト播種性小病竃ノ場合トノ相違等

種｡をノ場合二就テ分析的二精査確定フリレニアラ

デレバ其ノ喀血二因ル影響二就テノ正確ナル判

断ヲ得難キモノナリト信ズ。此ノ見解ノ下二余

。・ヽ本問題二就テ各方面ヨリ攻究フ、可ク賓験的研

究ヲ企テタリ。

第tl章

　

文献概要

Ａ。本賓験二於テ常二肺胞腔内二多数游出スル

大軍核上皮様細胞ノ本態、種類二就テノ文献ヲ

記ツヽレ八次ノ如シ。

古来此ノ細胞二就テハ諸説テ生ジ、或・ヽ剥離セ

ル肺胞上皮細胞ナリト云ヒ、或ハ淋巴細胞ナリ

ト云ヒ、或ハ生醵染色ノ研究二件ヒ之レテ組織

球ナリト云ヒ、更二最近二至り肺胞上皮細胞ト

組織球性細胞トノ混在セルモノナリト云フニ至

レリ。

肺胞上皮細胞説ニハ、Baumgarten, Frankel,

Briscae, Sewell,渡逡、田尻、木村、藤森等ニ

シテ、組織球性細胞説ニハ岩男、結城、村田、

坂本、具嶋等アリ。混合説ニハ清野、上谷、常

教室二於タル大高、下村等アリ。

肺胞上皮細胞説

田尻氏ノヽ静脈内ニ「カルミン」液注入－∃リテ肺

胞腔内二出現幻レ問題ノ細胞中二色素テ囁取ス

ル組織球が甚ダ小数ナルコト及ビ気管内炭粉吸

入ニョリ、炭粉貪喰細胞が色素ヲ囁取セずルコ

トヲ以テ、肺胞上皮細胞ノ脱落セシモノナリト

岡本二肺出血．'逐命址二之ガ肺ノ結核性病磋二及ｆ.ス影響二就テノ賞験的研究 【第18巻590
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云フ。

木村、藤森雨氏ノヽ「ラ。テ」ノ腹腔内「カルｉン」

注入法ニテ染色シタル後、油煙吸入ヲ行ヒタル

ニ、炭粉テ貪喰セル塵埃細胞ハ肺胞壁或ハ肺胞

腔内ニアリテ、「カルミン」穎粒テ含有セズ。故

二本細胞ハ肺胞上皮細胞ヨリ生ズト云ヘリ。

Sewellハ肺胞内二出現ヴ､ル貪喰細胞ノ本態二

開シ、（Ｕ肺臓間質或ハ血液ヨリ游出フに細胞

ナルカ、気胞壁被覆上皮細胞ナルカバ２ｊ気胞壁

被覆上皮細胞ナルカ、（３）気胞吠被覆上皮細胞

以外ノ而モ気胞壁二常存フヽル特種細胞ナルカト

ノ疑問ノ下ニ、反復シテ「カルミンヅ液ヲ家兎耳

静脈内二注入シ置キタル後此ノ家兎ノ気管内二

墨汁、鳩血球、葡萄状球菌等が土入シテ３乃至

24時間ヲ･紆テ撲役シテ検セシニ、肺胞内二游出

セル大軍核細胞中二注入セラレタル物質が貪喰

セラレ居ルヲ見タリ、、而シテ間質或ハ血液中ノ

組織球ハ凡テ「カルミン」ヲ囁取セルニ拘ラズ此

ノ細胞ハ之レヲ１

肺間質或ハ血液ヨリ游走セシモノーアラズト云

ヘリ。叉刺戟性少キ墨汁ヲ静脈二注入ﾆ･､レバ、

此ノ種細胞､ハ殆ド全部肺胞壁二存在シ、肺胞腔

二出現スルモノ少シ。故二此ノ墨汁細脆レヽ肺胞

壁固有ノ貪喰細胞ナリト云ヘリ。叉気管内ニ「カ

ルミン」、「トリパン」青溶液、「コラルフール」等

ヲ注入・、レバ此ノ細胞・・ヽ之等有色物質テ掻取フヽ

ルラ認ｊ、且ツ形態學的性状､ハ組織球二酷似セ

ル事ラ認メタリ。

以上ノ所見ニョリテ氏ハ此ノ細胞ノ本態二開シ

テ・ヽ明瞭ヲ訣キタルモ上皮細胞ヨリ生ズルモノ

ト考ヘタルモノノ如シ。

組織球説

結城氏・ヽ家兎ノ気管内一墨汁ト「カルミン」ノ混

合液ヲ’注入シ、１乃至24時間後剖検セシー、１

時間後一｡ハ軍二此ノ細胞ハ炭粉ヲ･貪喰シ居ルノ

ミナルモ、24時間後ニ・ヽ炭粉及ビ「カルミン」穎

粒テ現。・ヽセリ。依テ此ノ游走細胞・ヽ組織球ナリ

ト云ヘリ。更二氏・ヽ肺慰血時二喀痰中二排泄セ

ラルル心臓辨膜細胞ニハ褐色ノ穎粒アリテ、峨

591

反慮陽性ナル事ヲ見､責験的二家兎気管内ニ｢カ

ルミン｣、｢フェラチン｣混合液二墨汁テ加ヘテ注

入セシニ、之等物質ハ同一種細胞二掻取貪喰

セラノレノレヲ'見テ此ノ細胞ダヽ組織球ナリト云ヘ

リ。

岩男氏ハ心臓辨膜細咆ノ本態二就テ盲験的研究

テ行ヒ、家兎ニごフェラチン｣静脈注入サナシ、肺

胞上皮間、肺胞中隔及ビ間質結締賦中二鍼穎粒

ヲ･有フヽル組織球がこ多敬二存在ソ､ル事ヲ認ノタ

リ。叉他方ドカルミンゴ良サ気管内二注入こし一

肺咆腔内二出現スル帽胞ハレカ･レミン｣穎粒ヲ･現

ノヽシ 何レモ組織球ニシテ肺胞上皮細胞ダヽ色素

歯取ナシ。而シテ患者ノ喀痰中二淀､ノ･ラルル心

臓辨膜細肋レヽ其形態家兎ノ鍼歯取リナセル組織

球卜酷似セ･レ故二此ノ細胞ハ肺ノ間質＝1リ来ル

組織球ナリlヽ云ヘリ。

村田、坂本雨氏ダヽ結核性肺炎ノ貰験的研究二於

テ、［カルｉン］液ヲ静脈内二注入セシ時ニハ病

竃二多数出現フ､几車核ノ大型細胞ノヽ「カルミン」

穎粒ラ現ハ人モノ少倣ナルモ、気管内二之レテ

注入スレパ此ノ細胞ノヽ何レモ強ク「カルミご穎

粒ラ現ハシ、肺胞上皮細胞ハ常二之レテ有セズ。

依ツテ幽氏ノヽ氷細胞ハ組織球ニシテ一部ノヽ血液

中ヨリ游走シ来ルモ、大部分､ハ肺胞中隔、葉間

結締織等二存フヽル組織球が游走シ来リシモノナ

リト云ヘリ。而シテドカルペン」テ静脈内二注入

シタル時八本細胞ハ大部色素歯取セがル事ハ恐

ラクハ肺胞テ纏絡セル毛細血管ハ肺胞腔ヲ･空虚

二保ツタノ‘＝-、彊リェ血中ノ成分サ附奥セデル

ニョルモノナラント説明セリ。

富田氏ハ此ノ雨氏ノ賓験ヲ･追試シテ同様二肺胞

腔内二出現いレ大軍核細胞へ祖織球ニシテ肺

胞上皮細胞ニアラデル事ヲ･認ノタリ。

其嶋氏ハ肺炎ノ賓験的研究二於テ家兎ニ「カル

ミン」生膿歯取ザ施シテ、常態肺臓二於グル生膿

色素囁取ヲ研究シ、次デ肺炎時二出現スル各種

細胞ノ性質、種類及ビ由来テ究ノ･タリ。肺臓ニ

・ヽ２種ノ血管系統郎チ（１）呼吸ノ目的二供セラ

ノレノレ肺動静脈系統。（２）気管枝動静脈系統アリ
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テ、前者ノ内皮細胞ハ色素分子ヲ容易二血管外

二通過セシｙずルモ、後者ノモノハ色素サ組織

内二移行セシムルガタノニ、其ノ分布匯域ノ組

織球ハ色素ヲ囁取スルモ、前者ノ分布匪域ノモ

ノノヽ染色セラレズト云ヘリ。氏ノヽ又其研究ニテ

肺臓ニハ３種ノ組織球群ヲ匯別セリ。

１．

　

肋膜下位二葉間結締織中ノ組織球群。

２．

　

気管枝位二血管外鞘ノ組織球群。

之等ハ｢カルミン｣液静脈注入ニョリテ疏明シ得

ルモノナリ。

３．

　

肺胞壁拉二肺胞中隔二存スルモノーシテ、

｢カ・ミン｣液ヲ気管内二注入シタル時ニノミ謐

明セラル。

氏ノヽ叉石松子末－ヨル異物性肺炎二於ケル游走

細胞ヲ観察シ、大型游走細胞ハ｢カルミン｣テ静

脈内二注入セシ時ニダヽ色素穎粒ヲ現ハサズシテ

気管内注入セシ時ニノヽ之レヲ･現パスタ見タリ。

氏ハ形態學上ノ特徴ヲ･考慮シテ之レテ組織球ト

認メタリ。

混合説

清野氏ノヽ牛型菌ラ家兎気管内二注入シ丿カルミ

ン｣囁取ニョリテ検セシ､ﾆｰ肺ノ結核性病竃二出

現おレ類上皮細胞ハ、主トシテ組織球ニシテ主

二組織内既存ノ組織球が蛸集セシモノニシテ、

一部分ハ血行ヨリ来ルト。而シテ結締織形成細

胞及ビ局所二於テ噌殖セシ血管、淋巴管内皮細

胞モ之レニ參奥ス。淋巴球及ビ｢プラスー｣細胞

モ亦之レニ參呉スルモノナリト云ヘリ。

上谷氏ノヽ肺炎ノ病理學的研究二於テ、肺胞腔内

游出ノ上皮様細胞中ニ｡・ヽ組織球ト肺胞上皮細胞

トノ２種ヲ認ノタルモ、前者ノ方逢カニ多叡ナ

りト云ヘリ、、

大高氏ハ常研究室二於テ、｢カルミン｣液グ肋膜

腔、血管、気管内二種｡々ノ程度二注入シテ肺炎

時ノ游走細胞二就テ研究シ、之レカT組織球及ビ

肺胞上皮細胞ヨリ成ルコトヲ謐明セリ。而シテ

従来肺胞上皮細胞ハ諸學者ヨリ色素囁取セデル

モノト考ヘラレタルモ、氏ノ研究ニョリテ高度

二生値染色サナシタル場合、特二肺萎縮等二於

【第18巻

テ肥大セルモノー’ヽ、組織球二比スl／バ甚ダ

ナルモ、色素穎粒ヲ現ノヽフヽ事ヲ登見セリ、而シ

テ同氏ニョレバ雨種細胞・ヽ殆ド同数二出現わレ

ガ｀如ク考ヘラル。

下村氏ノヽ常研究室二於テ人工気胸術ヲ施シタル

家兎ノ耳静脈ヨリ先ヅ｢カルミン｣液テ注入シ、

次デ同所ヨリ墨汁、鳩血球、結核菌等列主入シ

テ検シタルユ、肺胞腔内二游出スル大軍核上皮

様細胞ノヽ、｢カルミン｣穎粒ヲ囁取セルモノハ僅

少ニシテ大多数・ヽ之レテ囁取セズ。而モ前記注

入諸物質ヲ貪喰セリ。之レニョリテ氏ノヽ此ノ細

胞ヲ肺胞上皮細胞ト考へ、肺胞腔内游出ノ上皮、

様細胞中ニ､ハ肺胞上皮細胞大多数ニシテ、組織

球ノヽ其ノ一部分二過ギズト説明セリ。

琳巴細胞説

Orth氏ハ結核性肺炎竃ノ大軍核細胞・ヽ、他ノ

肺炎竃ノモノト相違セルコトヲ･認メ、之･／ヲ･琳

巴性細胞ナリト云ヘリ。、

Ｂ．結核性結節若シクノヽ乾酪性肺炎竃二於ケル

上皮様細胞拉二且態細胞二就テ。

結核性結節ヲ形成セル上皮様細胞拉ニLang-

hans氏亘態細胞ノ根源及ビ本態二開シテハ、

古来異説ヲ生ジ、先ヅ古クハMetschnikoff氏

ハ｢－クロフアゲン｣ヲ以テ類上皮細胞及ビ巨態

細胞ノ根源ト認八叉Baumgarten氏ノヽ則細

胞ノヽ共二結核菌ノ刺戟ニョリテ衰生スルモノニ

シテ、結締織細胞、肺胞上皮細胞拉二内皮細胞

ナリト云ヘリ。而シテ周園ノ血管ヨリ白血球惨

出シテ結節テ形成スト云ヘリ。之レニ反シテ

Ziegler氏ノヽ最初ヨリ固定組織細胞ノ新生増殖

スルモノーハアラズシテ、先ヅ細胞ノ愛性消耗

ヲ来シ、次デ残存セル細胞ノ増殖及ビ周園ノ毛

細血管ヨリ多核白血球及ビ淋巴球ノ惨出サ起シ

以テ結節ヲ形成スト云ヘリ。Foot氏ノヽ主トシ

テ血管内皮細胞ヲ類上皮細胞ノ根源ト認｡･･居t／

リ。且態細胞が類上皮細胞ヨリ生ズルコトハ、

多敷限者ノ信ズル所ニシテ、其ノ形成ノヽ原形質

分剖ヲ件ハずル核分裂ニョルモノ、卸チ増殖性

瓦態細胞ナリト云ヒ、之レヲ主張スル學者ニハ
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Lubimow, Oppenheimer, Koch, Baumgarten,

Weigert, Evans ｕ．Baumann, Winternitz,

林氏等アリ。叉上皮様細咆ノ融合ニョリテ生ズ

ル融合性且態細胞ナリト云フ學者ニハJoest ｕ．

Emschof, Langhans, Metschnikoff, 清野、村

上、加藤、上谷氏等アリ。

結核菌ニョル炎症、郎チ結核結節及ヒヽ｀乾酪性肺

炎二開シテモ異説アリ。

Orth氏。・ヽ結核結節ト乾酪性肺炎トハ全ク別物

ニシテ、結核結節ハ結核菌が肺胞中隔二到著シ

テ、其部ノ固定結締織細胞ノ新生増殖ヲ起シタ

ルモノニシテ、惨出物質殊二繊維素テ訣クコト、

乾酪性肺炎ハ結核菌が肺胞腔内二到著シテ、其

部ノ繊維素性漿液ノ惨出テ来シ、肺胞内ノ上皮

様細胞・ヽ肺胞上皮ノ剥離シタルモノニシテ、決

シテ細胞ノ噌殖シタルモノーアラズト云フ。之

レニ反シテBaumgarten氏ノヽ結核結節ハ結核

菌が肺紐

中隔ノえナラズ常ニ1－2肺胞間二渉リテ行ハ

ルルモノ＝－シテ、固定結締織細胞ノミナラズ内

皮細胞、肺胞上皮細胞モ亦結節形成二參奥スル

モノニシテ、結節中ニハ繊維素ヲ訣クコトナシ。

倚結節ノ周逡部ニハ多核白血球及ビ淋巴球ノ游

走テ見ル。印チ増殖機輔ト共二惨出機輔アリト

云フ。乾酪性肺炎二於テハ盛一上皮細胞ノ新生

剥離ラ惹起スルト共二繊維素ノ析出アリ。従ツ

テ鋼者ノヽ何等本態的二異ナルモノニアラズシ

テ、結核結節二於テノヽ主トシテ増殖機韓アリ。

乾酪性肺炎二於テハ主トシテ惨出機輔ヲ呈スル

ノ差アルノｉ。其ノ本態ハ全ク同一ノモノナリ

ト云フ。

肺臓以外ノ臓器二於ケル結核結節形成二就テノ

研究ハ、従来多数アレドモ、其中生膿色素囁取

ノ息用ニョリテ、構成細胞種二就テ研究セル主

ナルモノラ畢:ゲンニ・

1．

　

Evans, Baumann, Winternitz氏ノ肝臓結

核二就テノ共同研究アリ。氏等ハ「トリパン」青

テ注入シテ生態色素囁取ヲ施シ置キタル動物ノ

腸開膜静脈ヨリ、結核菌列主入シテ肝臓二於ケ

593

ル結核病竃ノ初敬愛化ヲ'研究セリ。此際結核菌

ノヽ門脈枝ヲ経テ、肝臓小葉内ノ静脈沓及ビ葉間

結締織ノ細血管中二留り、此所二結核病竃ヲ生

ズ。細菌注入後24時間以後ニダヽ結核病竃ニハ

色素受取陽性ナル細胞が集族スルコト弼ク、星

芒細胞ノヽ間接核分剖像が多数現ハレ、且態細胞

ノヽ此ノ細胞噌殖ニョリテ生ズト云フ､、其他血管

内ノ軍核球が結核病憲二絹集シテMaximow氏

｢ポリブラステン｣様ノ形状ヲ呈シ、此ノ細胞モ

結核結節形成二參奥スレドモ、生藍色素受取二

陰性ナリ、、氏等ハ血液中二生腰色素蚤取陽性細

胞テ見ずリシト云フ。

2．村上氏ノヽ生膿染色ニョル家兎肝臓ノ結核

性病疑二就テノ賓験的研究ニョレバ、肝小葉内

二於テ・ヽ最初ノヽ星芒細胞ノ肥大ト血液ヨリノ惨

出現像アリ。次デ病竃ニハ多数ノ組織球游走シ

来ル。其ノ源泉トシテハ、局所静脈賓内皮細胞

が肥厚剥離フヽル外、細菌ノ化學的刺戟が及ブ範

園内二於テ、賓内皮細胞、｢アドベンチア｣細胞

が集族シ来リ、叉血液中ノ此ノ種細胞が之レニ

參呉ス。叉Langnans氏亘態細胞・ヽ組織球性

細胞ヨリ生ズ。其ノ細胞核ノ増殖ニノヽ間接分剖

像アルモノアレドモ、軍核組織球ノ融合ニョリ

テ成レリト曼シキモノ多シ。楢願上皮細胞ノ一

部ハ腫脹セル結締織形成細胞ヨリ成り、且ツ結

節周逡部ニハ、少数ノ｢プラスー｣細胞モ出現ス。

葉間結締織ノ結核病竃ノヽ、初期二於テ同ジク惨

出性炎ナリト雖モ、類上皮細胞タリ得ベキ組織

球性細胞ハ、直接星芒細胞ヨリ形成セラノレノレ事

ナク、主トシテ間質二既存ノ組織球が集族シテ

噌殖スル事ニョリテ生ズ。門脈枝ノ内皮細胞モ

亦恐ラク組織球性疑態ニョリテ、且態細胞ヲ･生

ズル事アルベシ。従ツテ類上皮細胞ハ決シテ軍

一ナル細胞－アラズ。上記生歳色素受取陽性ナ

ル細胞腫(組織球、結締織形成細咆拉二局所二於

テ増殖セル虻

色素受取陰性ナル細胞種(淋巴球及ビ｢プラスマ｣

細胞)ハ類上皮細胞トナルモノナリト云フ。

　

3．

　

joest ｕ．Emschof 氏ノヽ、淋巴腺結核ノ
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研究二於テ生膿｢ピロール｣青囁取テ利用シテ海

狼二就テ検査セリ。氏等ハ其結果、結核菌ノ毒

素ノヽ生腰色素囁取二陽性ナル淋巴腺ノ基礎組織

創]チ網状織細胞テ刺戟シテ其ノ増殖テ促八。卸

チ此ノ細胞ハ核分裂－∃Ｌテ檜殖シ、類上皮細

胞ヲ･生ズ。而シテ毒素二過敏ナル淋巴腺ノ賓質

トモ云フ可キ淋巴球へ結核病竃二於テ容易二

侵害セラレテ、｢ピクノーゼ｣ニ陥リテ壊死ス。

瓦態細胞・･ヽ類上皮細胞ノ融合ニョリテ生ズト云

ヘリ。

Ｃ．免疫二開スル文獣

Romer氏・ヽ再感染試験二於テ、弱毒性結核菌

ノ微量チ以テ免疫セラレタル動物ハ、後二接種

スル張毒性結核菌ノ大量ノ肉眼、吸入、皮内接

種及ヒヽ｀自然感染二對シテ比較的感受性少キコト

ヲ謐明セリ、、

Hamburger氏モ亦免疫動物ハ皮内再接種二對

シ同様二感受性少キコトテ謐明セリ。

Lewandowsky氏。・ヽ腹腔内こ●第一次感染テ行

ヒ、其後皮内再接種ヲ行ヒ局所病愛ヲ･起サザル

コトテ報告セリ。

Lewenstein氏､ハ家兎一皮下接種ヂ施シ、後同、

一菌株テ眼前房二注射シタルニ、對照ハ皆虹彩

結核ヲ起シ10週後ニハ全眼瘍ヲ･起シタルモ、接

種動物ノヽ接種創ノ治癒後ハ全ク病愛テ起サズト

云ヘリ。

其他Claus, Calmette. Baumgarten, Straus

等ノ類似研究多キモ、要スルニ結核免疫ノ成立

､ハ結核菌ヲ感受性アル動物腰内二接種スル時､ハ

菌ノヽ此所二生育噌殖シテ結核性愛化テ起シ之レ

ガ結核免疫ヲ農生スル根源トナルモノニシテ、

死結核菌叉ハ弱毒性結核爵ハT免疫力弱シト云

フｏ

【第18巻

次二肺臓自己二就テノ此ノ方面ノ研究トシテ、

比較的近年ノモノサ畢ゲンニ、伊藤種次郎氏・ヽ

所謂B. C. G.菌テ以テセル結核ノ免疫二開スル

詳細ナル研究ヂナシ、結核免疫ノヽ１ヶ月ニシテ

得ラレ６ヶ月ニシテ消失スルニ至ルト云ヘリ､、

束田氏・ヽ像ノ･B.C. G.菌１ｍｇサ皮下叉ハ気管

内二注入シ、感染免疫ヲ賦奥シタル免疫海狸ノ

気管内－、大型菌V.u mg 或ノヽB.C.G.菌2mg

ヲ'注入シ、其ノ肺臓ノ早期反塵ヲ検シ、之レサ

對照ト比較セシニ、初感染ダヽ主トシテ増殖性ニ

シテ再感染ハ惨出性炎症ヲ･起ス事テ見タリ。而

シテ再感染ハ初感染二比シ早期ヨリ高度二反嘸

スル事ザ見タリ。

弘重氏､・ヽ先ヅ人型菌ヲ海銚ノ皮下二注射シ次デ

更二同菌ラ其ノ静脈内二注入シテ免疫ノ開係二

就テ研究シ、其結果結核性免疫動物ハ對照二比

シテ、少量ノ結核菌注射二於テ､ハ諸臓器ノ病愛

軽度ナル以外二炎性症状、自]チ充血、惨出、結

締織噌殖等少シ。但シ中等量雄二大量ノ場合ニ

ノヽ、反塵反ツテ大ニシテ結節形成著シキモ、乾

酪受性、壊死拉二膿瘍形成等ハ少シト云フ､、

以上ハ免疫承認ノ諸賢ナルモ、之レニ反シテ久

保郁城氏・ヽ第８同日本結核病學會演説二於テ、

結核ハ結核菌テ以テ像防叉・ヽ治療ヲ企ツル事ノ'ヽ

繩對不可能ニシテ、免疫性成立ヲ得ズ。何トナ

レバ結核患者ハ初期二於テモ、其100％ハ流血

中二菌値ヲ･認ムルコトノヽ大ノ知ル所ナリ。然ル

ニ免疫トナラズシテ病ハ進行シ、叉一時病勢停

止セルガ如キモ再ビ登病ス。斯ノ如ク活溌ナル

結核菌ノ禰蔓セル菌血症二罹リテスラ、免疫セ

ザルモノガ、死菌叉ノヽ弱毒性菌ニョリテ果シテ

何ノ妓ヤアラン、百年河清ヲ･侯ツニ等シト云ヘ

リ。其他ペトルシユキー氏モ免疫ヲ･否定セリ。

第３章

　

試験方法鮭二観察

試験動物ニハ健康ナル2kg内外ノ成熟家兎各

員2－5頭宛ヲ使用シ、賓験ノ途中死亡セシモ

ノハ、ナル可ク補充セリ、、注入血液ハ該家兎ノ

心臓３リ穿刺ニョリテ取りタルモノナリ。結核

菌。’｀常教室保管ノ牛型菌及ビ大阪帝大細菌學教

室ヨリ分貢セラレシ弼毒性人型菌ニシテ、「グリ
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セリンブ･iヨン｣ニ移殖シテ30日サ経過シ登育

旺盛ナルモノヅ使用セリ。注入方法ﾉヽ家兎ヲ固

定シテ、心臓部、右肺部位二気管部ノ毛髪テ剃

り、無菌的二右肺組織内二直接、或ハ気管内二

注入セリ。肺臓及ビ他臓器ノ病竃殼現状況｡八次

ノ段階二匯別シテ表ダヽセ恥部チ無シ(－)、極

少散(土)、少散(十)、梢ｌ多倣(朴八多教(併)、

甚グ多倣(冊)、標本作製ニノヽ10％｢ホルーリン｣

１

健康家兎ノ肺組織ノ状態。
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液固定。「へ･’トキシリン」軍染色。「ヘマトキ

シリン」、「エ才ヂン」複染色。チールセ二悪さ三ご

氏結核菌染色。必要二慮ジテワ４ゲルト氏弾丿力

　　　　　　　　

一一
繊維染色。「ヘモヂデリン」染色等サナセリ。生

酸染色二於ケル「カルｉン」液注入方法ノヽ、各場

合ニョリテ異ナルニョリ、各賓験ノ所ニテ詳記

ス可シ。

第4=章像備賞験

余ノヽ教頭ノ健康家兎ノ肺組織ノ状態ヲ検査セシ

ニ、時トシテハ下記ノ如キ所見ヲ認ムルコトア

リ。自]チ

　

ａ.

　

血管周関多核白血球浸潤。

之レハ比較的屡ｌ認ノラし、少倣ノ多核白血球

が血管周園二浸潤フ、ルテ見ル。

　

b.

　

肺胞腔内。

極少叡ノ多核白皿】球及ビ大軍核上皮様細胞ヲ認

ムルコトアリ。

　

ｃ．

　

肺胞ニョリテダヽ無気状ヲ･呈ノ､ル事アリ。

尚文献ラ徴スルニGerlach, Finkeldey, See-

mann,東田氏等ハ､何レモ余ト同様ノ所見ヲ認

メ、多少ノ病的竃ハ生理的二存在フヽルモノナリ

ト云ヘリ。

２。

　

健康家兎ノ肺組織二於ケル、「カ～

取状態拉二貪喰状態。

｀
？
Ｘ

ン.磨

　

ａ．

　

余ノ･ヽ４が｢カルミン｣液４ ccm ヲ１頭ノ耳

静脈ニ１同注入シ、叉６ ccm 刊也ノ１頭ノ耳静

脈ニ１同注入シテ、５時間後剖検セシニ何レモ

未グ｢カルミン｣聳取状態ヲ認メズ。

　

b.同上｢カルミン｣液注入後24時間ニｆ検

セシこ、一般ニ･｢カノレ£ン｣聳取度゛｣

氏が云ヘルガ如ク、肋膜下位二葉間結絹

気管枝位二血管外鞘中、肺胞壁毛細血管内ニ､ハ

｢カルミンツ穎粒サ有フ､ル多敬ノ組織球性細胞ヲ･

認。･･タリ。

　

ｅ．

　

４％｢カルミン」液４ ccm 宛ヲ屠殺前48時

間ト24時間ノ２同二亙り耳静脈内二注入セシ

モノト、6 CCm 宛ヲ同様ニ２回注入セシモノト

ラ檜セシニ、｢カルミン｣聳取状態ﾉヽ相常弼度ニ

認ノラレ、後者ハ前者二比シテ一雁弧度ナリ。

其ノ分布栽態ﾉヽｂ同揉ナリ。

　

ｄ．４％丁カルミンづ夜ヲ6 ccm 宛毎日１回６

日間耳訂脈二注入シ､最後ノ注入侈24時間チ経

テ剖楡セシニ非常二弼度ノ囁取歌態ヲ認ｙタ

リ。

　

e.

　　

4％Fカル£ン｣液6 ccm ヲ１同耳舒脈ニ

往入シテ７日後楡セシニ、｢カルミン｣穎粒含有

細胞川

徴細ニシテ少散ナリ。

　

f.墨汁10 ccm ヲ耳舒脈ニ１同注入シ24時

間後楡セシニｂ記述ノ場所ニノゝ犬小ノ塁汁穎粒

ラ有-リレ細胞ヲ多散認ノタリ。

　

ｇ．

　

墨汁5CCmト４％｢カルミン｣液6 Ccm ト

ヲ･混合シテ１同耳舒脈二注入シ、24時間後楡セ

シニ、前記墨汁穎粒含有ノ細胞,ハ同時二多撒ノ

｢カルミン｣穎粒ヲ有スルヲ見ル。然ルニ肺胞腔

内ニハ此種細胞ヲ殆ﾄﾞ認ﾉ･デリキ、常研究室ニ

於テ下村氏ハ家兎ニ１側ノ人工気胸ｦ･施シ、耳

舒脈ヨリ墨汁、鳩血球等サ汗入シテ楡セシニ、

気
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ン」６ccm 液ヲ耳静脈二注入シ、更ニ24時間

後剖検セシニ、生理的食盛水注入局所ノ肺胞腔

内ニハ多数ノ大軍核上皮様細胞游出スルモ、何

レモ「カルミン」穎粒ナク、極稀二之テ少数有ス

ルモノテ認ノ･タルノｉ。而シテ此際生理的食盛

水注入局所ヲ中心トシテ、相常廣範園二亙リテ

出血竃テ認ム。左肺二於テモ肺胞腔内ニハ血液

ヲ･認ムル所アルモ、右肺二比スレバ頗ル僅少ニ

シテ且大軍核上皮様細胞ノ游出モ少数ニテ、「カ

ルミン」穎粒テ含有セズ。

　

b．本細胞ハ「カルミン」液テ直接局所注入ニ

ョリテ果シテ色素囁取ヲ管ムヤ。

余ハ２頭ノ家兎テ用ヒ、生理的食復水２ ccm 宛

ラａ同様直接右肺二注入シ、24時間後更二同所

【第18巻

ニ10倍稀憚｢カリレミン｣液３ ccm 宛テ注入シ、

24時間後検セシニ、注入局所ノ肺胞腔内ニ・ヽ多

数ノ大翼核上皮様細胞游出シ、其ノ大部分ハ｢カ

ルミン｣穎粒ヲ有シ、極少数ノモノハ之レサ有セ

ズ。悔注入局所ニハ前同様出血ヲ･認メタリ。。

左肺二於テハ１頭ハ少量ノ血液チ肺胞腔内二認

メ且少数ノ大軍核細胞アルモ、｢カルミン｣穎粒

ヲ認ノズ。他ノ１頭ハ何等ノ所見ヲ･認･･ズ。

以上ノ賓験ニョリ耳静脈ヨリ｢カルミン｣液テ注

入スレバ、肺胞腔内游出ノ上皮様細胞ハ｢カル

ミン｣受取ナ々、之レヲ直接注入スレバ、其ノ大

部分ノヽ｢カルミン」蚤取テナセル剌

ノ開係ハ従来ノ先輩諸賢ノ賓験成績トー致セ

リ。

第５章

　

自己血液注入賓験

Ａ。自己血液右肺組織内直接注入賓験。

Ｂ．自己血液気管内注入賓験。

心臓穿刺ニョリテ得タル自己血液2 ccmヲ･、無

菌的ニＡ．Ｂ．ノ２様二注入シ、20分、１時間、

３時間、10時間、24時間、２日、３日、７日、

10日、14日、21日、30日、50日後ニソレゾレ

剖検セリ。「カルミンJfいヽ屠殺前48時間ト24

時間トノ２同耳静脈ヨリ注入シ之レテ第１群ト

シ、屠殺前48時間二耳静脈ニ、24時間前二直

接右肺組織内一注入シタルモノヲ第２群トセ

リ。第１群二於テハ肺胞腔内游出ノ上皮様細胞

^＼ 「カルミン」穎粒ヲ･費現セザルモ、第２群ニ

於テ。・ヽ其ノ囁取ノ陽否ニョリテ、索種細胞自]チ

組織球性細胞ト肺胞上皮性細胞トテ大醵二於ｆ

匯別シ得タリ。叉第１群二於テモ雨種細胞・ヽ、

第２群二於ケル状態ト比較參照'･ヽレバ、略ｔ形

態學的二回別シ得可シ。卸チ組織球性細胞・ヽ核

ノヽ腎臓形ヲ呈シ、叉圓形或ハ発圓形チ呈スル事

アルモ、熟覗フヽレバ略ｌ中央二括レ目サ有シ、

細胞慌川司逡部二位シ中央ニアルモノハ例外ナ

リ。而シテ肺胞上皮細胞ノ核ヨリモ濃染シ、大

サノヽ大小種々アリ。肺胞上皮細胞性ノモノヘ

其核圓形或ハ翻圓形ニシテ括レ目ナク略ｌ細胞

膿ノ中央二位シ｢クロー1・チン_､網明カーシテ淡染

スｏ

本章二於タル賓験成績記載ハ主トシテ第１群ノ

モノーシテ、第２群ハ｢カルミン｣液注入時ノ出

血が、注入血液ノ運命雄二病憂観察ヲ阻害スル

ーヨリ、軍二肺胞腔内游出ノ上皮様細胞ノ色素

播取状態チ參照スルニ止ノ･タルモ、必要二撫ジ

テ之レテ記載セリ。

Ａ．

　

自己血液右肺組織内直接注入賞験。

　

１．顕徴鏡的所見

20分後所見。右肺。赤血球ハ廣範園二亙リテ肺

胞腔内二充満シ、叉気管枝腔内ニモ浸入シ、未

ダ崩潰セズ。多核白血球及ビ琳巴球ハ肺胞腔、

壁二於テ極僅カニ認ｙラレ、組織球雄二肺胞上

皮細胞､八一部肺胞腔二於テ僅カエ認ｊラル。叉

一部肺胞・ヽ軽度ノ気腫状サ呈ス､、気管枝淋巴腺

二於テハ其ノ賓内二少量ノ赤血球グ有スルテ見

ル。肺胞腔拉二気管枝腔内ニ・ヽ溶出液テ有シ且

ツ少数ノ多核白血球、琳巴球、組織球、肺胞上

皮細胞等ノ混在スル所アリ。

左肺。一部肺胞腔内ニハ赤血球ヲ有スル所アル

モ、右肺二比フ、レバ甚ダ少数ナリ。恐ラクノヽ右

肺二注入セシ血液が一部分気管二喀出セラレ、
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之1ノヲ左肺二吸引シタルモノト考ヘラル

　

肋膜

下二近キ所二於テ、一部肺胞・ヽ軽度ノ気腫テ呈

シ叉一部肺胞腔ニハ少数ノ組織球拉二多核白血

球等チ認ムル所アリ。

１時間後所見。右肺。赤血球ハ前者二比シー暦

廣範圖二於テ肺胞腔テ充シ、且気管枝腔内ニモ

多敬浸入シ、未グ崩潰セズ。肺胞壁ニ｡・ヽ少量ノ

褐色ノ穎粒テ認ノ其ノ一部ノモノハ鍼反庖陽性

ヲ呈セリ。以下此ノ穎粒ヲ「ヘモヂデリン」卜記

ス。之レノヽ壁ノ細胞二貪喰セラレルモノト、細

胞外二游離状態ニアルモノトアリ。血管・ヽ微二

披張シ周圖ニ､ハ軽度ノ多核白血球ノ浸潤アリ。

一部肺脆レヽ前者ヨリモ強ク気腫状彫ｙシ、一部

ハ萎縮状ヲ呈フ､、気管枝淋巴腺者内ニハ赤血球

尹見ズ。其他ノ病噫ハ前者卜差異ナシ。

左肺。肺胞腔ニハ前左肺二比シ多量ノ赤血球テ

認ノ且少量ノ惨出液ヲ認ムル所アリ、、一部肺胞

。･ヽ萎縮状ラ呈ス。肺胞壁ニハ毛細血管僅カユ披

張シ、所々軽度ノ肥厚ヲ認ム。

次二左右雨肺テ比較りレニ、右肺ハ左肺二比シ

テ血液多量ナルズヽ常然ニシテ、且「ヘモヂデリ

ン」穎粒ハ右肺ニノミ少シク出現セリ。

　

其他ノ

病撥ハ何レモ軽度ニシテ差異ナシ。

３時間後所見。右肺。被注入赤血球八一部崩潰

シ、「ヘモヂデリン」穎粒拉二多核白血球､ハ梢ｌ

檜加シ主トシテ肺胞壁ニアリ。肺胞腔ニノヽ惨出

液ノ増加ヲ認ぺ肺胞壁毛細血管籤張シテ其ノ

周園ニ｡ハ多核白血球ノ軽度ノ浸潤テ起シ、肺胞

壁ハ所々ニ於テ肥厚セル所アリ、、肺気腫ハ梢ｔ

弼ク認ムル所アルモ、肺萎縮ハ尚弱シ。気管枝

上皮ハ少シク増殖シ其腔内－ハ惨出液ト共二諸

種細胞（多核白血球、淋巴球、組織球、肺胞上

皮細胞等）ノ集團アリ。

　

気管枝淋巴腺岩内ニ・ヽ

赤血球テ見ズ。

左肺。肺胞腔ノ赤血球ハ１時間後ノ左肺二比シ

テ少量ニシテ、右肺同様其一部分ハ崩潰ス。肺

胞腔内ニハ叉惨出液梢ｌ噌加シ、多核白【凱球、

組織球等モ少シク噌加セリ。

左右雨肺ザ比較スルニ病愛ハ何レモ軽度ニシテ

59７

大差ナシ。｢ヘモヂデリン｣穎粒・ヽ右肺二少シク

認ムルモ左肺ニハ之レテ認メズ。

10時間後所見。右肺。被注入赤血球ズヽ前者二比

人レバ割潰セルモノ多ク、｢ヘモヂデリン｣穎粒

テ噌加セリ。多核白血球社二淋巴球。・ヽ肺胞壁、

腔共二附加スルモ、組織球社二肺胞上皮細胞ハ

倚少欲ナリ､、血管ハ前者ヨリモ梢い匪ク摘張シ

ー部肺胞ハ梢い迩度ナル気腫ヲ呈スルモ、肺萎

縮ハ前者同様二軽度ナリ。気管枝上皮附殖グヽ少

シク彊ク、気管枝淋巴腺岩内､ニヽ｡ハ少撒ノ赤血球

テ認ム。

左肺。病歿ハ前者同様軽度ニシう｀特記ス可キ事

ナシ。

左右雨肺テ比較スルー、右肺二於テー・ヽ｢ヘモヂデ

リン｣穎粒相常多量ナルモ、左肺ニハこレテ認ノ･

ズ。病愛y＼―､-般二右肺二於テハ梢ｌ明カニ認ノ

得ルモ、左肺二於テハ尚頗ル軽度ナリ。

24時間後所見。右肺。被注入赤血球。・ヽ大部分崩

潰シテ｢ヘモヂデリン｣穎粒多欲出現シ、肺胞墜

拉二腔二於テダヽ多核白血球著シク噌加シ、組織

球及ビ肺胞上皮細胞モ梢々附加シテ何レモ此ノ

顕粒テ貪喰セルヲ認ム。本例二於テ・ヽ肺胞壁二

於テ、肺胞上皮細胞ト見ル可キモノニ核分剖ヲ

ナセルモノ社二肺胞腔二於テ、組織球ト認ノラ

ルヽ細胞二核分剖テナセルモノサ認・･タリ。家

例以後ノ諸例二於テモ斯ノ如キ像テ屡ｌ認ムル

コトアリ。血管ハ前者二比シテ弼ク披張シ、其

周国拉二気管枝周囲ニハ多核白血球及ビ淋巴球

ノ弼キ浸潤ヲ認ノ、肺胞壁弼ク肥厚セルテ見ル。

所々梢り星良ナル肺気腫テ認ムルモ肺萎縮ハ軽

度ナリ､、気管枝腔内ニハ惨出液ト共二多欲ノ多

核白血球、淋巴球、少数ノ組織球社二肺胞上皮

細胞が集團テナセルテ見ル。気管枝淋巴腺岩内

－ハ赤直L球モ血液残清モ認・･ズ。血液残i青トハ

赤血球崩潰後ノ血液列

左肺。肺胞腔内血液ハ微量-こシテ赤血球ハ殆卜゛

崩潰シー部分ノミ形態テ保持セリ、。病リハ頗ル

軽度ナルモ、前者二比シテ多核白血球梢ｔ多敬

二認ムル肺胞アリ。其他ハ前例同様ナリ。叉こ
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1ノヲ右肺ト比較フヽルニ、右肺ノヽ著明ナル病受ヲ

呈フヽルモ、左肺ハ頗ル軽度ナリ。

２日後所見。右肺。第１群二於テハ被注入赤血

球ト見エルモノノヽ殆ド全部崩潰シ、一部分ノミ

其ノ形ヲ保持スルモ、充血セル他ノ部二於テノヽ

完全ナル有形赤血球テ多数認ｙラル。之レ恐ラ

クノヽ充血部ヨリノ出血ナラン。下村氏ノヽ人工気

胸術ヲ１側二施シタル家兎ノ耳静脈ヨリ墨汁ヲ

注入シ24時間後二検シタルニ、多数ノ例二於テ

ノヽ既二充血部二出血テ認メタリト云フ。余ノヽ24

時間後ノ例二於テノヽ、被注入赤血球ノヽ倚一部分

二其ノ形ヲ保テルニョリ、充血部ヨリノ出血ト

匯別シ得ザリキ。第２群二於テハ赤血球ノヽ刺傷

・ヽ近キ所二多ク、之二遠ザカルニ比例シテ漸次

僅少トナレルヲ見ル。之レノヽ刺傷ヨリノ出血が

周園ノ健康肺組織二浸潤シタルモノト認ノラ

ル。多核白血球ハ24時間後ノモノニ比スレバ減

少スルモ淋巴球ハ増加セヽ机肺胞腔ニダヽ組織球

増加シテ多数トナルモ、肺胞上皮性細胞ノヽ狗少

数ナリ。気管枝拉二肺門淋巴腺ニハ、極少量ノ

血色素ヲ･認ム。気管枝上皮増殖

弧度トナリ、其腔内－ハ肺胸腔二於テ認ノタル

　

ト同様ノ細胞種ヲ･認ム。注意ス可キハ血液多量

　

ナル局所二於テ・ヽ其ノ少量ナル部二比シテ肺胸

　

壁、腔共ニ、多核白血球、淋巴球、組織球址二

　

肺胞上皮細胞等ノ浸潤軽度ナルコトナリ。

　

左肺。第１群二於ｆハ肺胞腔内ニ・ヽ赤血球ヲ認

　

ノ･ザルモ、血液残溝テ認ム。第２群二於テ､ハ肺

　

胞腔二僅少ノ赤血球ヲ･認ム。肺胞腔内游出ノ大

　

軍核細胞ノヽ前者二於テハ色素囁取ナキモ、後者

　

二於テハ之ヲ囁取スルモノアリ。之－∃リテ、

　

肺組織内注入血液叉ハ出血拉二注入色素ノヽ其一

　

部分ノヽ気管枝ヲ･喀出セラl／、其一部｡ハ再ど吸引

　

或ノヽ流入ニョリテ、同側或ノヽ對側二逢‘スノレモノ

　

ナルヲ知ル。病愛ハ右肺二比シ頗ル軽度ナリ。

　

３日後所見。右肺。第１群二於テノヽ、被注入赤

　

血球ト見ユルモノハ全部崩潰セルモ、血管彊ク

　

披大、充血セル局所二於テハ、２日後ノ例ト同

　

様二相常廣範関ニ‾亙り赤血球ノ集團アリ、。第２

【第18巻

群二於テヘ其ノ注入部址二充血部二多数ノ赤

血球存在シ、何レノ部分ヨリノ出血カ匯別シ難

シ。雨群共、肺胞腔ニハ前例二比シ組織球、肺

胞上皮細胞共二噌加シ、且2－3核ノ且態細胞

モ数個認ｙタ瓢之レハ形態學上址二色素囁取

状態ニョリ、組織球性ノ干ノ多シ。肺胞壁、腔

共二多核白血球ノヽ、前者ヨリモ減少、淋巴球ノヽ

噌加シテ其教相伯仲シ血管、気管枝周園二弧ク

浸潤ス。肺気障、肺萎縮、気管枝上皮増殖位二

剥離モ前者ヨリ弧度ニシテ、気管枝腔内－ハ多

数ノ組織

核白血球拉二淋巴球等テ認ム。

左肺。第１群ハ肺胞腔二僅カエ血液残溝ノミテ

認へ第２群ハ少数ノ血液残清位二赤血球タ認

ムル所アルモ共二病受頗ル軽度ナリ、、肺胞腔内

ノ游出上皮様細胞へ第２群二於テモ色素囁取

状態不明ナリ。

７日後所見。右肺。第１群・ヽ前例同様肺胞腔二

血液残清ヲ充ス部分ト、赤血球チ充ス部分トア

リ。｢ヘモヂデリン｣穎粒ノヽ肺胞壁二多数認ノ‘ラ

レ、多核白血球ハ減少シテ極少数トナルｊ

ノヽ甚グ多数出現シ気管枝、血管ノ周園二彊ク

浸潤シ、篤に肺胞壁・ヽ弧ク肥厚セリ。組織球

ノヽ多数游出シ、一部肺胞腔ニダヽ殆ド之レザ充満

シ将二融合セントスルモノアリ。叉所。々ニ核分

裂ヲ呈スルモノアリ。肺胞上皮性細胞モ一部肺

胞腔二於テハ、相常多数認ｙ得ルモ組織球二比

スレバ少敷ナリ。亘態細胞モ前例ヨリモ一層多

数トナリ、主トシテ組織球性ナリ。肺気腫、肺

萎縮モ彊度トナル。気管枝腔内－ハ肺胞腔内二

認メタルト同様ノ細胞集團サ認ム。気管枝位二

肺門淋巴腺賓内ニハ赤血球或ノヽ血液残溝等ヲ認

ｙズ。第２群二於テモ殆ド同様ナリ。

左肺。第１群ハ肺胞腔二僅カエ血液残満ノミア

ルモ、病愛殆ドナシ。第２群八一部肺胞二少量ノ

血液残溝叉一部肺胞ニハ赤血球lヽ血液残溝トア

リ。且梢い多敷ノ大草核細胞アリテ明カ＝一一｢カ

ルｉン｣頼粒ヲ有スルモノアリ。之レダ｀右肺二

注入シタル｢カルミン｣液が、其ノ注入時二出血
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ト共二左肺二吸引セラレ、肺胞腔内游出ノ組織

球が之レヲ囁取シタルモノト考ヘラル。

10日後所見。右肺。索群共血液残置ノヽ減少弐ル

モ、｢カルミン｣注入部位二充血部ニダヽ相常多敬

ノ赤血球ヲ認ム。組織球ノヽ肺胞腔二甚グ多敬游

出シ、前例同様済二融含セントスルモノアリ。

肺胞上皮性細胞ハー部肺胞腔ニハ多敬認ムル

モ、一般二少数ナリ。且態細胞モ多数出現シ、

主トシテ組織球匪ナルモ、稀ニハ色素囁取状態

址二形態學的二則種細胞ヨリ成ルガ如ク見ユル

モノアリ。気管枝腔内細胞集團中－ハ組織球最

モ多ク、多核白血球ハ極少敬ナリ。気管枝淋巴

腺賓内ニハ少量ノ血色素ヲ認ム。其他ノ病受・ヽ

前例同様ナリ。

左肺。雨群共ニ７日後ノモノト大差ナシ。

14日後所見。右肺。第１群二於テダヽ血液残置尚

多量ナルモ充血ナク赤血球ヲ認ノズ。病宛７ヽ前

例二比シテ一般二軽減シ、多核白血球ハ全ク認

ノ'ズ。肺胞腔ニハ叉惨出液多量ニシテ、水腫状

ヲ呈シ、一部肺胞ニダヽ組織球、肺胞上皮性細胞、

互態細胞等アリ。気管枝腔内ノ細胞腫ンヽ肺脳

内ノモノト同様ニシテ集團セリ。肺門位二気管

枝淋巴腺賓内ニハ血色素ナシ。第２群二於テモ

之レト大同小異ナルモ、肺胞腔二赤血球チ認ム

ル所アリ。

左肺。第１群二於テヘ肺胞腔二少量ノ血液残

爵位二大軍核細胞アリ。形態學上組織球ト認ム。

病愛ハ右肺二比シ頗ル軽度ナリ。第２群二於テ

ハ、血液残清モ赤血球モ認ノ･ズ病愛モ殆ドナシ。

21日後所見。右肺。第１群二於テハ肺胞腔内血

液残ipヽ少量トナリ、第２群二於テハ少数ノ赤

血球サ認ム。病愛ハ前例ト大差ナキモ梢々軽減

セリ。

左肺。剔群共肺胞腔うノヽ殆卜゛血液残清叉ハ赤血

球ザ認ｙデルモ、所。々ニ少数ノ組織球ヲ認ム。

30日後所見。右肺。第１群ハ病歿軽度ニシテ血

液残爵ハ僅力二一鴉肺胞二認ムルニ過ギズ。第

２群二於テモ同様二病受軽度ナルモ、肺胞腔ニ

ハ多数ノ赤血球サ認ムル所アリ。雨群共、所。々

肺胞腔ニハ少数ノ組織球位二肺胞上皮性細胞ヲ

認ム。

左肺。第２群二於デノミ肺胞腔二赤血球サ認ム

ルモ、特記ス可キモノナシ。

50日後所見。右肺。第１群二於テヘ血液残爵

モ消失シ、気管枝位二血管周園二僅カニ淋巴球

ノ浸潤ｦｰ認ムル所アルバユシテ病憂殆ドナシ。

第２群二於テハ、肺胞腔内－ハ新鮮ナル赤血球

ヲ'認ムル所アルモ、病受頗ル軽度ナリ。

左肺。特記ス可キモノナシ。

以上各例所見ノ大略ヲ總括的二表示フ、レ八次ノ
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一 十十 冊 升 併 併 併 併 併 十

一 冊 冊 冊， 併 併
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十十 - 十十 冊 ＋ 十§+十十 十十 升 併 - 十十 +冊 佃･ 併 併

21　日 - ＋ 十
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一

十

四
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一
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四
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四
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一
十
一

十
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＋ ＋
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四
㎜ 十

一 十十 升 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ - ＋ ＋ ＋ ＋ ＋

10　R - ＋ - ＋ - 升 十十 ＋ ＋ 十十 十十 十十 ＋ 一

一

十十 十十 十十 升 十十

14　日 - ＋
皿 四 - ＋ 升 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋

2t　日 - 十
一

- - 一
十

四
＋ 十

㎜
㎜ 十

一 四
十

四

十

四
- 士 十

一
十

四
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四
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一

- -
四
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四
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50　日 - - - - ㎜ 四 十
一

十
一 ㎜ - 一仁べし 一一しに -

如シ。
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本賞験ノ漑要。

本賓験ヲ･通寛スルニ被注入赤血球へ注入後３

時間ニシテー部崩潰シ、３日一一シテ全部崩潰シ

テ血液残置ノミトナ・。之レノヽ時日ノ経過ト共

二漸減シ30日後ニノヽ殆卜゛認ノ･デルニ至ル。肺

組織ハ血液注入ノ刺戟ニョリ炎症性反庶ヲ･起

シ、肺胞壁毛細血管充血シ、部分的二肺胞腔二

出血ス。之レノヽ炎症ノ彊度ナル時期郎チ血液注

入後2―10日二最モ明カニ認ムノレコ

　

ト多シ。此

ノ充血性出血ト注入血液トノ匹別ノヽ、後者ハ注

入後２日－シテ殆ド全部崩潰シテ血液残置ノミ

トナルニョリ容易ナリ。、而シテ前者モ亦時日ノ

経過二件ヒ、後者ト同様ノ運命ノモトニ消失ス

ルモノニシテ、一部ノヽ気管枝ヨリ喀出セラレ、

一部・ヽ組織球、肺胞上皮性細胞拉二多核白血球

等ノ游走細胞ニョリテ、貪喰迩搬セラル。「ヘモ

ヂデリン」穎粒ハ血液注入後１時間ニシテ既ニ

肺胞壁二僅少ナガラ認ノラレ、10時間ニシテ檜

加シ、７日ヲ最高トシテ以後減少ス。多核白血

球ノヽ３時間後梢ｔ増加シ、24時間後ニハ甚ダ多

数出現シ、以後減少シテ２週間後ニノヽ全ク認メ

デルニ至ル。淋巴球ノヽ10時間後ヨリ増加シ初

八７日テ頂鮎トスルモ、50日後倚肺胞壁二認

八

ノ、3―21日間多数二認・･ラル。肺胞上皮性細

胞ノヽ組織球二比スレバ常二少数ナリ。且態細胞

ノヽ３日後初ｙテ認ノ･ラレ、後漸次檜加シテ7－

21日尹頂鮎トシテ以後減少ス。而シテ其ノ多ク

ノヽ形態學上位ニ「カルミン」囁取状態ニョリ組織

球性ナルモ、一部ノモノハ肺胞上皮性ナリ。叉

雨種細胞ノ融合ニョリテ形成セラレタルガ如キ

観ヲ呈スルモノアリ。肺胞壁ハ多核白血球ノ浸

潤ニョリテ３時間後後カユ肥厚シ、7―10日ニ・ヽ

淋巴球ノ弧度ノ浸潤ニョリテ甚グシク肥厚シ、

以後減退スルニ至ル。血管披張充血ノヽ、１時間
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後徴兆ヲ呈シ10日チ最盛1ヽシテ漸次減少ス。

以上ノ諸受化二件ヒ一部肺胞ハ20分後軽度ナ

ガラ気腫状サ呈シ、３時間ニシテ明カトナリ、

21日後軽減ス。叉一部肺脆レヽ却テ萎縮状ヲ呈シ、

２日ニシテ明力lヽナリ、21日後脚著明ナリ。局

所ノ気管枝淋巴腺香内ニハ少数例二於テ、血液

注入後20分ニシテ早クモ赤血球ヲ認ノ･タルモ、

其後ノ時間経過二於テモ、紅常之レヲ認ムルモ

ノニアラズシテ、Asehoff等ノ記述セルガ如ク

多量ノ血球叉ハ血色素ヲ･岩内二吸収セルモノ

ノヽ、余ノヽ１例モ認ｙ得ずリキ。肺胞壁毛細管周

園ノ小圓形細胞浸潤ハ１時間後僅カニ認ノラレ

漸次強度トナリ３週後尚明カナリ。気管枝周園

浸潤ハ３時間ニシテ徴カニ認ｙラレ、同様ニ３

週後尚著明二認ノシル。其細胞種二開シテハ、

注入後1¬48時間ハ多核白血球多数ニシテ、淋

巴球少ク、３日ニシテ雨者相伯仲シ、以後ハ淋

巴球多数トナリ多核白血球少数トナリ、２巷間

後・ヽ賎巴球ノ£トナル。気管枝上皮噌殖及ヒヽ剥

離、肺胞腔内拉二気管枝腔内ノ惨出液及ビ諸種

細胞ノヽ3―14日テ盛りトシテ減退二赴クラ見ル。

淘注意ス可キノヽ血液ノ充満セル部分ノヽ肺胞壁浸

潤址二肥厚及ビ肺胞腔内細胞ノ游出等が、血液

ノ少量ナル部分二比シテ反ツテ軽度ナルコトナ

リ。

第１群二於テハ、被注入赤血球・ヽ３日－シテ全

部崩潰シ、其後数日間ハ充血性出血ニヨノレ赤血

球ｦ･認ムフレモ､血液注入後14日以後二於テハ之

レチ認ノ･ザリシニ、第２群二於テハ血液注入後

ノ経過日敬二開係ナク、常二多数ノ赤血球ヲ認

メタリ。之レ恐ラク・ヽ、「カルミン」液ヲ肺組織

内へ直接注入二際シ常二出血テ件ヘル結果ナ

リ。斯ノ如キ出血ハ、像備賞験時生理的食復水

サ肺組織内へ直接注入セシ時ニモ認ｊタルコト

ナルモ、更二念ノタメニ３頭宛ノ家兎ニ、「カル

ミン」液ト生理的食復水トテソレゾレ2ccm宛

肺組織内へ直接注入シテ24時間後二検シタル

ニ、何レモ皆出血テ起シ以上ノ推定チ確ノ･タル

モ、此ノ血ハ注出入液ノタノニ起ルカ、或ハ刺

● - - ’

601

針ノ血管損傷－∃リテ起ルカヲ確定セごガタノ

３頭バラ、テ｣ヲ使用シ･テ右肺列主射針ニテ刺

シ、左肺二生理的食盛ﾌkヲ直接注入シテ剖検セ

シニ、雨者間二差異ナク同様二出血シテ周園ノ

組織二血液ノ浸潤セルヲ'麗リタリ。之レニョリ

テ、Ｅカルミン｣液或ハ生理的食盛水ヲ直接肺組

織内へ注入セシ時ノ肺出血ノヽ、注射針ニョル血

管損傷二原因フ、ルコトヲ'確ノ'タリ。故二上述ノ

自己血液ノ直接肺組織内注入例二認ムル肺組織

内ノ血液ノヽ、注入血｡液二注入時ノ出血ノ添加セ

シモノト認ムｏ

左肺。右肺二自己血液注入後20分ニシテ検シ

タルニ、血液ハ既二左気管枝腔内二梢ｌ多量認

メラレ、肺胞腔内ニーハ少量ヲ･、１時間後ニバ

多量ヲ部分的二認ノタリ､､３時間後ヨリ21日ノ

間二於テハ少量ノ赤血球或ハ血液残溝ヲ認ムル

モ、時こハ之しヲS忍メずルモノアリ。之レ。’゛右

肺ヨリ喀出シタヽモノブ吸引シタル事明カナ

リ。右肺二於テモ亦同様二吸引フ、可キ理ナルモ

注人或・ヽ充血ニヨ･1・出血ト匪別シ難シ。左肺ハ

斯ノ如々血液ノ吸引ヲ･認ムルモ、其ノ程度ハ贋

シテ幌度ニシテ、該吸引部二於テハ反息性憂化、

殊二肺炎ノ像ヲ呈セずルモノ多シ。叉肺胞腔内

游出ノ大軍核細胞ハ、第２群二於テ・ヽ2、7、10

日ノ例二於テハ明カニ｢カルミン｣穎粒ヲ'現パセ

リ、、こレモ血液ト同様二右肺二注入シタルモノ

ヲ･吸引セシニョルモノナル可シ。

Ｂ．自己血液気管内注入賓験。

本賓験二於テハ、吸引血液吊ハ大膿二於テ右肺

二多ク左肺二少キモ、例外トシ刊叉對ノ事アリ。

然レドモ雨者間二大差ナク、之レニ件フ病愛モ

亦右肺ハ左肺二比らテ一般二梢司星度ナルモ、

大差ナキニョリ以下右肺二就テ所見ヲ記述･･、可

シｏ

１．

　

顕微鏡的所見。

20分後所見。被注入赤血球ハ廣範園二亙り小気

管枝腔拉二肺胞腔二充満シ･末グ崩潰セズ。肺胞

壁址二肺胞腔ニハ極少散ノ組織球及ビ肺胞上皮

性細胞アリ。肺胞壁毛細管ハ微カニ披張シ、管壁
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ニ近ク多核白血球ノ集團ヲ認ムル所アリ。肺胞

ノヽ一部気腫状テ呈シ気管枝淋巴腺岩内ニハ赤血

球テ見ズ。左肺ノヽ右肺二比シテ梢ｌ多量ノ血液

ヲ･吸引セルモ、其他ノ所見二大差ナシ。

１時間後所見。赤血球ハ更二廣範園二亙リテ肺

胞腔ヲ充シ、既二肋膜下肺胞二達シ、気管枝腔

内－ダヽ僅少トナリ未グ崩潰セデルモ、肺胞壁ニ

ハ極少ivミナガラ褐色ノ穎粒テ認ノ、繊μ澄陽性

ヲ･呈シ多クハ袱1細胞二貪喰セラルル事ダヽＡ賓験

時ト同様ナリ。多核白血球ハ肺胞壁、腔共二少

シク増加セルモ、淋巴球、組織球社二肺胞上皮

性細胞等ハ前例同様極少敷ナリ。血管少シク拡

張シ其ノ周園－・ヽ極少倣ノ多核白I血球ラ認ム。

肺気腫れニ肺萎縮。・ヽ軽度ニシテ部分的二認ノ･ラ

レ、気管枝腔内ニハ肺胞腔内二於テ認ノ･タルト

伺様、極少数ノ多核白血球、淋巴球、組織球、

肺胞上皮性細胞等アリ。左肺ハ吸引血液量右肺

ヨリ少ク病髪モ頗ル軒度ナリ。

３時間後所見。吸引赤血球八一部崩潰ス。血管

／ヽ前例二比シ少シク弧度二披張シ、肺気腫ダヽ著

明トナル。肺胞壁二於テハ血管、気管枝周関二

多核白血球ノ浸潤少シク強度トナリ、篤ノニ僅

少ナガラ肥厚ヲ･起セリ。肺胞腔二於ケル諸種細

胞ノ游出社二其他ノ病受ダヽ、前例同様ニシテ頗

ル軽度ナリ。本例二於テダヽ、気管枝淋巴腺岩内

二極少量ノ赤血球テ認ム。左肺ハ吸引血液量右

肺二比シテ柏ｌ少量ナルモ病髪ニハ大差ナシ。

10時間後所見。前例二比シ吸引赤血球ノ崩潰ス

ルモノ甚グ多ク、多核白血球社二淋巴球ハ少シ

ク増加セリ。之等細胞ノ浸潤ニョリ、肺胞壁ノヽ

更二少シク彊ク肥厚セリ。其他前例同様ナリ。

左肺二於テモ殆ド同様ナリ。気管枝淋巴腺復内

ニノ｀ヽ赤血球ヲ認メズ。

24時間後所見。赤血球ノヽ大部分崩潰シテ血液残

清トナリ、血管強ク披張スルモ充血性出血ヲ見

ズ。寸ヘモヂデリン｣穎粒・ヽ前者二比シ梢ｌ多量

認ムルモ、Ａ賓験例二比スレバ甚ダ少ク、而シ

テ主トシテ肺胞壁二存在シ肺胞腔ニノヽ少ク、多

ク｡ハ游走細胞ニョリテ貪喰セラレ・、細胞外ニア

【第18巷

ルモノハ少シ。多核白血球｡・ヽ肺胞壁雄二腔二於

テ、著シク噌加シ血管、気管枝周園二彊ク浸潤

シテ、強度ナル肺胞壁肥厚ヲ･起セリ、肺胞腔二

於テ｡・ヽ多核白血球ノ他二組織球雄二肺胞上皮性

細胞ノ軽度ナル増加テ来セリ、、左肺ハ吸引血液

量雄二病撥略ｌ右肺ト同様ナリ。

２日後所見。相常廣範閲二亙り血液残置ノミテ

見ル部分ト赤血球ノ集團セル所トアリ。後者ノヽ

血管攘張充血スル部分二存在スル事多ク、前者

ハ斯ノ如キ事ナシ。前者ノヽ吸引血液ノ残置ニシ

テ後者ノヽ充血部ヨリノ出血ト推定セラル。第２

群二於テノヽ宍此他ニ「カルミン」注入部ト思シキ

所二血球集團ヲ兄ル。多核白血球ハ前例二比シ

肺胞ノ壁、腔共二減少スルモ、淋巴球ノ啼

加セリ。肺胞壁肥厚ノヽ前例二比シ秤い軽度ナリ。

其他肺胞腔ニハ組織球噌加シテ多敬トナリ、叉

2－3核ノ且態細胞モ少敬二認ノ･タリ。而シテ形

態學上位二色素蚤取状態ヨリ組織球性ト認ム。

肺胞上皮性細胞ノヽ宍少敬ナリ。気管枝上皮増殖

及ビ剥離モ著明トナリ其腔内－ノヽ殆ド肺胞腔内

ニヽ出現シタルト同様ノ細胞種ノ集團ヲ所カニ認

ム。左肺ノヽ右肺二比シテ病宛一般二梢い隆度ナ

リ。

３日後所見。前例ト殆ド同様ナルモ、気管枝琳

巴腺賓内二血液残置ノ少量ヲ認ム。本例以後ニ

ハ之レヲ認メズ。

７日後所見。肺胞ノ壁雄二腔ニハ、多核白血球

減少シテ頗ル少数トナルモ、淋巴球ノヽ前例ヨリ

モ頗ル多数トナリ、気管枝、血管周同一・ノヽ極キ

浸潤ヲ･起シ、肺胞壁ダヽ極ク肥厚セリ。肺胞腔二

於テ、肺胞上皮性細胞八一部肺胞ニハ多数、一

部肺胞ニノ｀ヽ少数ナルモ前例二比シテ増加セリ。

組織球ノ｀ヽ前例同様多数ニシテ、且態細胞ノ｀ヽ増加

セリ。而シテ組織球性ト肺胞上皮性トノ２種チ

認ム。気管枝腔内ニノヽ略ｌ之レト同様ノ細胞種

ノ集團芙

10日後所見。血液残清ダヽ宍梢ｌ多量－シテ、充

血部ニハ有形赤血球ノ集團アり。病受モ前例ト

略ｌ同様ナルモ、異鮎トシムテ､ハ、淋巴球ノ少シ



第７妓

-一一一一一一･一一一

１
ｊ

　

’
一

岡恥＝肺出血ノ逐命政二之力゛肺ノ結核性病植二及ダ,ス影賢二就テノ賞験的研究
- ・ 一 一 - - - 一 一 -

－

　

- － 一 一

タ減少シタルコト、組織球ノ附加シタルコト、

肺胞壁肥厚ノ軽減シタルコト等ナリ。左肺ハ

略ｌ同様ノ所兄サ呈セリ。

14日後所見。血液残置ハ減少シテ少量トナリ、
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左肺ハ病受頗ル軽シ。

21日後所見。血液残置ハ納しドいヽナリ、僅力一

一部肺胞腔二認ムルノ£－シテ、充血性出血1ヽ

　

¬

へ

植万態胞内 枝ドトｔ

り

ン

血後

液／
汪日
人敏

　

血伐

　

球

ｙノ持

20

　

分

　

柵

一一一一
１時間丿冊

"心‾¦....乙_̃_
３時問

　

舟

一一
10時間１十

-･ﾐﾐ"-
24時間１土

2

－

3

--

”
j

一一

10

－

14

－

21

－

30

－

50

日

一

日

一

日

一

日

一

日

一

日

一

一一一

一

一

一

一

一

血

　　

ヂ≒

11

　　

併

１

－

１

－

－

－

デ量

一
一
士

一
士

－
＋

-

㎜ w ・ W -

＋

一 一 ･ － 一 一

＋

一
一
一
一

多｜淋

巴

　
　

球

603

見ル可キ赤血球モ認ノ･ズ。病愛ハ前例二比スレ

バ頗ル軽減セルモ、肺胞腔ニノ'ゝ尚多散ノ淋巴球、

組織球、且態細胞址二少敷ノ肺胞上皮性細胞等

アリ。左肺ハ略ｔ同様ノ病髪り呈セリ。

30日後所見。紅咬賤店｡ハ全ク認・･ズ。病愛ハ更

､刎

種釧咆モ極少敬トナル。左肺ハ病髪グ認メズ。

50日後所し左右副肺共二柄侵テ認ノズ。

以上各例ノ右肺ノ所見テ總括シテ表示ノ、レ八演

ノ如シ。

第

　

２

　

表

　　

右

一 一

肺胞腔内

組
織
球
土

十　十
一　－

十ｌ十
一　－

＋：十
一　－

＋ 十

四

＋，＋

升 升

十十 十十

併 十十

十十 併

十十 併

十十 十十

＋ 十
一

＋
●--･
ｉ士

ダ

肺
胞
上
皮

十

一

一一一

十

一

- 一 一

巨
態
細
胞

　

一
－ Ｊ 皿 -

　

-

一一

"

血

　

竹

　

捺

　

張

ｉ
‐
l

　
　

1
1
1

肺
胞
県
肥
厚

－

-

---

十
一

十

一

肺

１±

にー.--一一

・＋

- ＋

－１十十

＋ ＋

十八十

升 併

十十 十十

’十十 升

升 十十

- ＋

＋

－

十十

一--一

朴

－

十十

一一一一

　

併

-

十

一

肺

気

　

腫
十

』4（淋球

　

萎

　

縮
Ｌ

－
１
－
1
1
1
1
1
1
1
1
－
－
１
１
１
－
－

＋

--

＋

－

士

一一

＋

- - -

ｉ
‐
ｌ
―
―
―
‐
ｉ
ｌ
・

　

叉
ハ
皿
色
素

－

－

一

一

十

一
一

一

.〃

－

　

--

－

血

.匁≒

－
I
I
I

　

1
1
1
1
1

　

－
－
－
｜
―
―
－
！
―
・

周
回
浸
潤

　

二

十

二
十

＋

音
五
音
王

　
　
　

ｉ
１
１

気
竹
枝
周
閲
浸
潤

　

一
-
士

-
＋

‐
‐
‐

　
　
　

－
－
－
・

÷
一
首

‐
『
ｔ
ｌ

ヱ
九
九
上
土
±

1
・
ｌ
‐
・
ｉ

　
　
　
　

ｌ

ヨ

，±1

気培則斗蔵細

管哨町子片胞

枝及言參,枝

　　

収

　　　　

．
上昇管出腔集

皮離枝液¦内團

　　　

一･----一一一一
一

一一

-

-

-

=

　

１

＋
－
＋

十

ギ
ー

冊
ナ
ｔ
　
ｔ

　

”
一

　

Ｉ
Ｉ

”

　
　

・

　
　
　

．
’

十

こ

十

　 　 　

-
４
-
　
　
　
　
　
-
ｔ
-
　
　
　
　
　
･
＋
-

一

朴

十十

争
土
-

-

-

―

―

・

升

－－
＋

-一一一
士

一

一

　

-

--一一･

　

＋

　

士

-

　

＋

-

　

＋

　
　
　
　

一

　
　
　
　
　
　

一

サ
十
石
谷

← ･ ミ ー ＝ ― ｌ = ･

W

-

-

-

-

｜

　

-

併

･皿

冊

一一

冊

”皿
冊

- -

一 一

十
一
一

－

－

－

＋

一一

十十

一一

升

－

十十

- －

十八

　

十十，十十

＋｜＋

一一
十ｌ十
一

　

－

士
十
二
十

士
－
＋
－
＋

冊り卜十
十〉トﾄ

ー－－

　

十十！＋ｉ十十

一－ヽ卜一ら一一

　

十十! + I ++
一 一

+川十

一一一一

十｜±ｌ-ト

　

-

-

　

-

- 一 一

　

-

十十

四ﾐ
＋

一一

士

一 一

升＞Ｈり一
ｉ ． ∽
ｌ

十十ｊ－

　

"

-－－

　

-

‥ 一 一 一

　

-

"

＋
－
＋

十十！

=
十十‘

　

＋’朴

------に一

　

十ｉ升

一一≒-

核

白

血

球

---
十

一
一－

＋

－

＋

一一

十十

一

桁

－

十十

一

升

㎜-

十

－

－

十

－

一

一

－

一

一一

－

一

一

升
－
＋

－
士

－
－

十

一

一一

十

一-〃

2。

　

本官験ノ梗概。

気管内へ注入シタル自己血液ノ赤血球ハ、24時

間ニシテ大応分崩潰ら、２日ニシテ全部崩潰シ

テ「ヘモグロビン」含有ノ漿液郎チ上記余ノ所謂

血液残清トナルモ、血液吸引ノ刺戟ニョリテ、肺

組織ダヽ炎症性充血ヲ起シ、其ノ弧度ナル時期郎

チ血液注入後2－10日ノ期間ダヽ二次的二出血テ

件フコト多シ。此ノ出血ニョル赤血球モ時日ト

共二漸次崩潰シテ血液残清トナリ、吸引血液ノ

残清ト共二吸収セラレテ漸減シ、30日後川

デルニ至ル。「ヘモヂデリン」穎粒ノヽ血液吸引後

１時間ニシテ僅カニ肺胞壁二認ノラレ10時間

ニシ々少シク増加シ2－7日テ盛期トシテ以後

減少犬。而シテ七トシテ肺胞壁ノ細胞二貪喰セ

ラレ、僅少ノモノハ細胞外ニモ認ノブリレ

胞腔内游出ノ大軍核細胞モ之レテ貪喰セリ。多

核白血球ハ３時間後肺胞壁ノ血管拉二気管枝周

團二噌加シ、肺胞腔ニモ少シク附加フ、。24時間

後－ハ壁、腔共二著シク増加シ以後漸減シテ２

週間後－ダヽ認ノ･デルニ至ル。淋巴球モ10時間

ヨリ同様二肺胞壁ノ血管、気管枝周園二増加シ、

肺胞腔ニモ｀少シク噌加シ７日テ最高トシテ漸減

フヽルモ、50日後尚肺胞壁、腔二少数ナガラ存在

セリ。組織球ハ２日後ヨリ肺胞腔内Ａ噌加シ、
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21日後減少フ、。肺胞上皮性細胞ハ24時¦間後噌

加スルモ、常二組織球こ一比ソ､レバ少倣ナ九五

態細胞ノヽ２日後僅カニ出現シ1バレ週ノ聞最そ

多散ニシテ其多クハ組織球性ナリ。

本賓験二於テノヽＡ賓験二於テ認ノ･タルガ如キ組

織球ト肺胞上皮性細胞トノ融合ニョリテ成レ

ルガ如キ観テ呈スル且態細胞ヲ認ノ･ズ。肺胞壁

ダヽ多核白血球、淋巴球、軍核上皮様細胞等ノ出

現ニョリテ３時間後少シク肥厚シ、1－3週間著

明ニシテ50日後ニハ殆ド認メデ7レニ至ﾉL。血管

攘張ダヽ20分後微兆テ表ハシ1―10日間最モ著

明－シテ、後漸次減退ス。肺気腫ハ20分後既ニ

ー部肺咆二認ｙラレ3―14日著明－シテ、以後

軽減ス。とレニ反シ一部肺胞ニダヽ１時間後萎縮

状チ呈シ3－14日ラ盛りトシテ減退スルヲ見ル。

局所淋巴腺岩内-・ハ３時間後ト３日後ノ２例二

於デノミ赤血球叉ハ血色素ヲ僅カニ認ｙタルモ、

其他ノ例ニハ全ク之レテ認ｙザリキ。血管雄二

気管枝周園ニハ最初ハ多核白血球ナルモ、時テ

経ルト共二淋巴球増加シ、７日後ハ殆ド淋巴球

浸潤ノえトナル。気管枝上皮細胞ノ噌殖雄二剥

離、気管枝腔内細胞集團ハ2―10日尹盛りトシ

テ後減少シ、其ノ細胞種ハ肺胞腔内ノモノト同

様ナリ。狗本賓験二於テモ、Ａ賓験ト同様血液

が多量二充満セル局所ハ、之レガ少量ノ局所二

比シテ上記諸病受反ツテ軽度ナリ。

寅験成績小括

Ａ賓験二於テハ被注入血液ハ直チュ周圖ノ健康

肺組織二廣ク浸潤シテ肺胞腔ラ充満シ、其一部

ノヽ直チュ気管二向ツテ排出セラレ、其一部分・ヽ

對側肺二吸引セラルルテ見ル。Ｂ賓験二於テハ

被注入血液ハ直チュ左右ノ気管枝ヲ通ジテ胴肺

【第18巻
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ニ吸引或パ流入｡スルモ、右肺・ヽ左肺二比シテー

般二其量多シ。而シテ肺組織ノヽＡ，Ｂ副賓験共

注入或ハ吸引血液ノ刺戟ニョリテ炎症、充血テ

起シテ二次的二出血ス。之レ､ハ炎症ノ弧度ナル

2－10日二認ムルコト多ク２週間後ニハ消失ス。

被注入赤血球ハＡ賞験ノ注入側二於テハ３日ニ

シテ全部崩潰スルモ、其ノ對側拉ニＢ賓験二於

テハ、２日ニシテ完全二崩潰セ瓦斯ノ如ク相

違ヲ･生ゼシコトヘＡ賓験ノ注入側・ヽ血液注入

時血管ヲ･損傷シテ、之レヨリノ出血が;添加セシ

タメト考ヘラル。血液残清モＡ賓験注入側二於

テダヽ、30日後尚少量テ認ムルモ、Ｂ賞験群ハ之

レラ認ノズ。病撥ハー般ニＡ賓験二重クＢ賓験

二軽ク、左肺ハＡ賞験二於テハ右肺二比シテ頗

ル軽度ナルモ、Ｂ賓験二於テ川

シ。肺胞腔内游出ノ大軍核細胞中ニハ、雨賓験

共組織多数ニシテ、肺胞上皮性細胞ハ極少数ナ

リ。且態細胞モ多数認ノ･ラレ主トシテ組織球性

ナルモ、Ａ賞験二於テハ之レト肺胞上皮性細胞

トノ混合性融合ぷヨリテ成ルガ如キモノヲ･認メ

タリ。狗本且態細胞ノ成立二就テハ、既述ノ如

ク２説アルモ、余ノヽ融合説二賛成スルモノナリ。

何トナレバ以上ノ賞験中、細胞が核分剖ヲ起セ

ル像モ屡ｌ認ｙタルモ、多咎ノ上皮様細胞が将

二融合､ｔントフ、｡､レ像遜カニ多数認メタレバナ

リ。気管枝腔内ニモ、肺胞腔内同様惨出液ト共三

上記組織球、肺胞上皮性細胞、且態細胞、多核白

血球、淋巴球等ヲ･認へ之等細胞ノ噌減ハ、肺

胞腔内二於ケルモノト一致スルガ如シ。「ヘモヂ

デリン」穎粒ノ出現ノヽ、雨賓験共血液注入後既ニ

１時間ニシテ肺胞壁細胞内二認ノ･ラレ、10時間

後噌加シ７日尹最高トシテ後減退ス。

第６章

　

健康家兎二於ケル自己血液及ビ結核菌ノ

　　　　

混合液肺組織内直接注入賓験

既二像備賓験二於テ生理的食盛水ヲ直接肺組織

内へ注入スル時、注射針ニテ血管ヲ損傷シテ出

血シ、之レガ周園ノ健康肺組織へ浸潤シテ、恰

モ血液列主入セシガ如キ観ザ呈シヽ叉前章Ａ･Ｂ

雨賓験二於テ、「カルミン」液ラ肺組織内直接注

入時同様二出血セシニョリ、本賓験二於テモ、
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對照ノヽ加結核菌生理的食盛水ヲ肺組織内へ直接

注入時出血シテ、主賓験ト同様ノ結果二到達ス

ルコトハ想像シ得可キモ、之レ列主入シテ其一

部分が気管二排出セラレシモノテ吸引シタル對･

側ノ愛化ハ、最モ自然二近キモノト考へ敢テ本

賓験ヲ行へＬ、何トナレバ臨林上喀血テ起スニ

ノヽ、既二肺臓二相常ノ結核性病竃存在シ、出血

セシ血液司

左右ノ肺臓二流入或ハ吸引セラレテ、茲二叉新

病竃列

肺組織内へ直接注入シタル加結核菌血液へ臨

鉢上結核竃ヨリノ出血ニ、叉気管内へ排出セラ

1ノシモノ・ヽ喀血二相常ヌ、。右肺ハ注入加菌血液

ヲ･先有セルニョリ、之レト吸入或ハ流入シタル

モノト匹別シ難キモ、左肺ハ明カー之レチ認メ

得可シ。「カルミン」液ハ屠殺前48時間ニ６ ccm

ヲ･耳静脈ニ24時間前二気管内へ２ ccm テ注入

セリ。

第１賓験。主賓験。牛型菌０．６ mg ト自己血液

２ccm トテ混合シテ直接右肺二注入シ1－7週

間ノ経過ヲ観察シ、第３表ノ成績ヲ得タリ。

本官験テ見ルニ注入側ハ肉眼的ニ２週間以後ノ

例二於テズヽ、凡テ多数ノ結節ヲ生ジ相融合シテ、

廣汎ナjレ壊死竃ヲ形成ス。肺炎竃ノヽ何レモ彊度

ニシテ、肺門淋巴腺ハ２週間ニシテ僅カニ腫大

スルモ結節ヲ認ノズ。３週間ニシテ明カニ腫大

シ且少数ノ結節ヲ敬生セリ。

頴微鏡的ニｙヽ結節ノヽ第１週ノ例二於テハ之レサ

認ｙデルモ、一部肺胞腔ニハ多数ノ上皮様細胞

絹集シテ乾酪壊死二陥リ、其周逡二僅カニ形態

テ保持スルモノアリ。「カルミン」聳取状態拉二

形態學上組織球性細胞ト認ｙラル。第２週以後

ノ例二於テヘ凡テ甚グ多数ノ結節ヲ生ジ、其

中央部ニハ乾酪宛性ヲ･起ｼｰ、６週間以後－ノヽ空

洞テ生ズルモノアリ。而シテ「カルミン」液ノ充

分二到達セリ1ヽ思ノペノレノレ局所二於テモ、結節形

成上皮様細胞ハ色素囁取スルモノハ少数ニシテ

且散在シ、決シテ蛸集セズ。其ノ多クノヽ之レヲ

聳取セズ。換言スレバ組織球少数ニシテ肺胞上。

【第18巻

皮性細胞多歌ヲ｀占ム。叉各結節間二於テダヽ剥離

゛ずル肺胞上皮細胞肥大配列シテ肺胞、ヽ腺管状

ヲ'旱スルモフ多シ。充血性出血ハ前賓験Ａニ於

テノヽ炎症ノ強度ナル時期印チ注入後2―10日ノ

期間二於デノミ之レヲ･認ｊタルモ、本賓験二於

テハ７週間ノ例二於テモ倚程度二之レラ認ム。

鴎]チ炎症慢性ノ経過サトルニョルモノナラン。

血液残清ダヽ前賓験Ａニ於テノヽ、30日ニシテ頗ル

僅少二之1ノヲ･認ムル所アルノミナルモ、本賓験

二於テハ７週間後悔明カエ之レテ認ム。之レノヽ

漸次充血性出血ヲ起シ、赤血球崩潰シテ血液残

浙トナルニョルモノナラン。多核白血球ハ肺胞

腔拉二壁二於テ、前賓験Ａ・ヽ１週間ニシテ甚グ

小歌!ヽナリ２週間ニシテ全ク認ｙデルニ至りシ

モ、本賓験二於テハ終始多歌テ認ム。而シテ結

核性病受強キ例二於テハ特二多敬認ノ･ラl／、軽

症ノモノニハ比較的少歌ナリ。組織球ハ肺胞腔

拉二壁二於テ多数游出シ、所カ核分裂ノ像テ示

シ一部肺胞腔ニハ之レヲ充満シテ清二融合セン

トスルテ見ル。本細胞モ肺炎其他ノ病宛強度ナ

ルモノニ於テ、比較的多敷認ノ･ラル。而シテ前

賓験Ａニ比シテ一般二梢ｌ多数ナリ。肺胞上皮

性細胞ハ常二組織球二比スレバ小歌ナルモ、一

部肺胞ニハ多数認ノ･ラレ叉核分裂ノ像テ示スモ

ノアリ。且態細胞ハ何レノ例二於テモ認丿得ル

モ、3－4週ノ例二於テ最モ多ク、主トシテ組織

球性ナルモ、時ニダヽ雨種細胞ヨリ成ルガ如ク見

ユルモノアリ。膿瘍ノ｀ヽ３週ニシテ少シク形成セ

ラレ４週以後ニノ｀ヽ大ナルモノヲ認ム。

気管枝壁ニハ第７週ノ例二於テ、其粘膜下土上

皮様細胞激個集合シテ結節ノ初期ヲ思ハシムル

モ確定的ニアラズ。血管壁ニハ全ク結節ヲ･認メ

ズ。結核菌ハ乾酪憲二最モ多敬認メラレ、此ノ

部二於テハ菌醒ノヽ所々ニ空泡ラ生ジ将二崩潰セ

ットスルモノ多シ。次二結節周逡ノ残留上皮様

細胞中二多数認ｙラレ、游離性ニハ認メ難シ。

叉肺胞腔内游出ノ上皮様細胞中、且態細胞中

位二多核白血球中ニ3－5個ノ菌ヲ認ム。之等

細胞二於テハ、原形質二空泡テ生ジ崩潰二頻セ



第７彼】 岡本＝肺出血ノ温命址二之が肺ノ結核性病愛二及ｙjス影響二就テノ賓験的研究

ントスルモノアリ。菌中毒ノタメナラン。気管

枝腔内二於テモ、肺胞腔内同様ノ細胞中二菌ノ

貪喰セラルルモノラ認ム。卸チ之レノヽ肺胞腔内

游出細胞が菌ヲ貪喰シテ気管枝腔内二排出セラ

レシモノナラン。毛細血管内上皮様細胞中ニハ

４週ノ例二於デノミ僅カユ菌テ貪喰セルモノテ

認ノ‘タルモ、其他ニダヽ全ク認ノザリキ。結締織

ダヽ肺胞壁泣二肺胞中隔二於テハ１週ニシ･テ少シ

ク噌殖スルモ、３週以後ノ例二於テハ弧度二噌

殖シ、膿瘍及ビ結節ノ周園ニノペ堤防状尹呈シ内

部二向ツテ侵入セルモノアリ。肺門泣二気管枝

琳巴腺ハ２週間ニシテ幼若ナル結節ヲ生ジ、４

週間以後ノ例二於テハ大ナルモノサ形成スルモ

ノアリ、４週、ﾉ例二於テダヽ、其賓内或ハ結節形

成上皮様細胞中ニ1－3個ノ菌テ認ム。

左肺ズヽ右肺二比シテ結節形成其他ノ病受頗ル軽

度ナリ。然レドモ處置テ施サデルニ軽度ト雖モ

斯ノ如ク病受テ生ズルコトハ、右肺二注入シタ

ル菌テ吸引シタル篤ノ･力叉血行性或ダヽ淋巴系ニ

ョリテ左肺二傅播シタルタノカ、其ノ何レモ否

‘定スルコトテ得デルモ、木賓験二於テハ吸引性

二焚病セリト考フルテ至常トフ、。印チ1、2､3週

ノ例二於テ｡ハ肺胞腔二少量ナガラ血液残清々認

ムルコト、叉結節形成ヲ･認ｙデル第１週ノ肺胞

腔游出上皮様細胞中こ一結核菌ヲ･認ムル等ニヨ

：對照賓験。牛型菌0．６ｍｇト生理的食盛水2ccm

トテ混合シテ右肺組織内へ直接注入フ、。｢カルミ

ン｣液ハ主賓験同様２同注入シ、第４表ノ成績

テ得タリ。

本官験二於テハ右肺ニハ血液注入テセデルニ、

何レモ血液残清泣二完全ナル赤血球テ多敷認ｙ

ラレ、主賓験ト同様ノ状態テ呈セリ。血液残清

。’ヽ大部分ノ功日結核菌生理的食盛水注入時血管ヲ

損傷シテ出血シ、時間ノ経過ト共二赤血球崩潰

シタルモノナラン。叉其ノ一部分ハ充血性出血

後ノ赤血球崩潰ニョリテ生ジタルモノト考フ。

完全二形テ有フヽ～モノハ新シキ充血性出血二因

ルモノナル可シ。従デテ病愛モ亦主賓験ト同様
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ニシテ特記ス可キ事ナシ。左肺ニ於ケル撥化り、

主賓験同様ニシテ､右肺ニ比シテ頗ル軽症ナリ。

第２賓駿o主賓験o

　

牛型菌O･2 mg ト白己血液

2ccmトヲ混合シテ直接右肺ニ注入シ、7一9O

日ノ経過ヲ観察シ第５表ノ結果テ得タリ。

本胃験サ見ルニ右肺３週１胱、４週３彼、５週

２彼、６週２彼ﾀﾞ､各カ血液残盾拉ニ充血性出血

ーヨル赤血球ラ認ノ、病侵弼度ナルモ、３週２

彼、４週１彼、５週１彼、６週１彼ハ斯ノ如キ

出血テ認ノズ。且結核性病受モ亦軽度ナリ。近

時他菌ノ混合感染アル持ハ、同量ノ結核菌注入

ニ於テモ、結核性病受ハ然ラザル場合ニ比シテ

弼度ニ登生スルコ1､テ一般ニ認ﾉ‘ラルルニ至レ

リ。故ニ上記ノ結核性病受強庶ナ。諸例ニ於ｆ

他菌ノ混合感染ノ有無テ槍シタルニ、全ク斯ノ

如キコトテ認ｙズo従ツテこ等ノ例ニ結核性病

受ノ弼度ナリシヘ出血ザ伴へルニ原因スルモ

ノ‐ﾄ認ｙザル可カラズo其他ノ病受ﾀﾞ､７週ノ例

ニ至ル'デ前賓駿ニ比シテ漑シテ軽炭ナル以外

ニ特徴テ認ﾉ'ズ。9O日後ノ例ニ於テヘ多敬ノ

結節ﾀﾞ､乾酪

ノレＯ

左肺､ハ右肺二比シ結核性病憂頗ル軽度乍ラ存在

シ、前賓験同様ノ理由ニョリテ吸引性二登病セ

リト考ヘラル。

對照賓験。牛型菌0．２ｍｇト生理的食螢水2ccm

トラ混合シテ直接右肺二注入シ、1－7週間ノ経

過テ観察シ第６衣ノ結果テ得タリ。

右肺ハ血液残爵位二充血性出血－∃ヽ多徴ノ赤

血球テ認ムルモノ多ク、恰モ主賓験テ見ルガ如

シ。而シテ病受モ亦こト同様ニシテ大差ナシ。

叉盲験二於テモ、４週１貿、５週３頂、６週２琥、

７週１妓ハ血液残清位二赤血球テ有シ病受強度

ナルモ、４週３琥、５週1、2琥、６週:に貳７

週３琥ハこ等テ有セズシテ病愛モ亦軽度ナリ。
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614 岡本゛肺出血ノ悳命址二之が肺ノ結核性病礎二及ｙク,影響二就テノ賓験的研究

方肺ハ病受殆ドナク唯４週１彼二梢り屁ク、６

週２琥、７週１琥二軽度ナル病受ヲ認ムルノ≒

第３賓験。牛型菌0．２ｍｇト自己血液2ccmトテ

混合シテ右肺組織内二直接注入シ、「カルミン」

液ハ注入セズ。

以上ノ諸賓験ハにカルミン」液ラ直接肺組獄内二

注入セシニョリ、之レガタメニ肺ノ病受二影響

テ来セシヤ否ヤヲ見ントシテ本賓験ヲ･行ヘリ。

其成績ハ第７表ノ如シ。

之レヲ同量ノ牛型菌及ビ自己血液テ注入シ且

「カルミン」液注入ヲナセル第２賓験第５表右ト

比較スルニ、生値色素掻取以外二差異テ認ノ･ズ。

依ツテ上述ノ諸賓験二於ケル成績ノヽ。「カルミ

ン」液注入こーヨル影響ハ無キモノト認メラル。

【第18巻

賓験小括

　　　　　　　

、

本章二於ケル賓験ヲ通覧おレニ、注入側ハ血液

残清ノ他二充血性出血ヲ･認ムルモノ多ク、病受

モ一般二著明ナリ。對側・ヽ血液残置少量ニシテ

３週以後・・ハ殆ド之レラ認ノズ。且充血性出血

二相営スル赤血球モ認ノ･ズ。病良モ亦注入側二

比シテ頗ル軽度ナリ。對照賓験ハ加結核菌生理

的食堕水注入時出血シテ、主賓験同様ノ観テ呈

シ、病良モ亦同様二惹起セラルルヲ見ル。而シ

テ同量ノ菌テ注入シ同日ノ経過ノ例二於テモ、

血液ノ存在フヽルモノハ否ラデルモノー比シ病良

強度二認ｙラル。結核性病良以外ノ良化雄二肺

胞腔内游出細胞及ビ結核菌ハ大膿二於テ第１賓

験二於テ記述セルモノト大差ナシ。

第７章

　

健康家兎二於ケル結核菌及ビ自己血液気管内注入賓験

賓験方法ハ第３章記述ノ如クナルモ、本卓二於

テハ｢カルミン｣液注入テ行ノヽデルニョリ、組織

球性細胞ト肺胞上皮性細胞トノ匪別へ第５章

記述ノ形態學的差異テ以テセリ。加結核菌血液

注入二際シテノヽ、ナル可ク１側二偏セデル様、

雨肺が水平ノ位置ニアル様努ノ'タリ。

第１賓験。主賓験。牛型菌０．２ mg ト自己血液

２ccm ト列昆合シテ気管内二注入シ、2、4、6週

間後剖検シ、第８表ノ結果テ得タリ。

第２週１琥ハ未グ結節ヲ形成セズシテ肺炎ノ像

　

ノミヲ示シ、肺胞腔ニ。・ヽ血液残満拉二充血性出

血ニ・ヨル赤血球ヲ･認へ叉他ノ局所ニ｡・ヽ惨出液

多丿卜一シテ肺水腫状テ呈フ、ル所ア几游出細胞

　

トシテ､・ヽ多欲ノ多核白血球、組織球、淋巴球、

・且態細胞、少欲ノ肺胞上皮性細胞等アリテ、軍

鶏血液気管Ａ注入賓験ト比較スルニ、多核白血

球八本砂1レハ多欲ナルモ、前官験ニハ全ク之レ

ｆ認ｙデルテ養異lヽフ、。叉本責験二於テ、右肺

｡・ヽ左肺二比シテ吸引血液拉二充血性出血－ヽ大慌

二於テ多量ナルモ、時ニハ第６週１琥ノ如ク左

肺二多:瓦石肺二少量ナルコトアリ。病受ノヽ一

般二右肺二梢い屈度ナルモ、直接注入劉

ケルガ如夕、左右二大差ナシ。気竹枝壁ノ結節

形成ハ常二非常二稀ニシテ、第６章ノ賞験二於

テノヽ数例二極不明確ノモノヲ･認メタルニ過ギヂ

リシモ、本賓験二於テダヽ右肺６週２彼ノ大気

管枝壁二著明ナルモノ１個、左肺６週１琥ノ中

気管枝壁二小ナルモ著明ナルモノ１個テ認メタ

リ。叉同菌同量ト同量ノ自己血液テ直接肺組織

内二注入シタル第６章第２賓験第５表ノ2、4、6

週ノ例ト本賓験トヲ比較スルニ、前者八一般二

病受モ強ク且結核菌謐明モ著明ナリ、、

對照賓験。牛型菌O.gmgト生理的食堕水2ccm

ｌヽヲ混合シテ気管内二注入シ、主賓験同様ノ日

敷ヲ･経テ剖検シ、第９表ノ結果ヲ得タリ。

本賓験二於テノヽ病受頻ル軽症ニシテ左右雨肺間

二大差ヲ･認ノズ。肺胞腔二於テモ諸種ノ游出細

脆レヽ表示ノ如ク右肺２週1、2琥二於デノミ梢ｌ

多数ニシテ、他ノ例二於テハ何レモ少倣ナリ。

叉気管枝壁二結節ヲ･認ムルモノ１例モナク、結

核菌謐明モ極ｙテ少シ。肺門淋巴腺ハ右肺４週

1、2琥二於テ、少シク腫大スルノミニシテ結節

ヲ認ノ･ズ。気管枝淋巴腺モ何レそ全ク病愛グ認

メズ。

次二主蔀

ク前者｡ハ後者二比シテ、結節形成多数エシテ乾
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第７彼】 岡本＝肺出血ノ運命蚊二之が肺ノ結核性病誉二及タズμ響二就テノ賓験的研究

酪受性スルモノ多ク､肺胞腔内游出細胞モ多徴、

結核菌鐙明モ著明､肺門淋巴腺腫大モネク､気管

枝琳巴腺結節モ敬例二於テ認ムルモ後者ﾆ･ﾉヽナ

シ。叉膿瘍形成モ前者ニズヽ敬例認ムルモ往者ニ

ノヽ全ク之レサ認ｙズ。郎チ一定量ノ結核菌テ血

液ト共二気管内二注入セシ時ハ、之レテ血液ト

同量ノ生理的食暖水ト共二気管内二注入シタル

時ヨリモ､結核性病娶ノ晋現ハ漑シテ弼度ナリ。

第２宵駿。本賓駿ハ菌量拉二注入血液量ハ第１

賓駿ト同量ナルモ、砺沓人型菌テ使用セリ。

主賓駿。弼毒人型菌0.2mg lヽ白己血液2ccm

トバ昆合シテ気管内二注入シ、前同皆ノ経過ラ

観察ｼ、第10表ノ成績ラ得タリ。

木賓駿ハ左右索肺共病撥頗ル弼度ナリ。而シテ

右肺ハ左肺二比シテ吸引血液量拉二充血性出血

和い

巴腺腫大、気管枝琳巴腺結節形成等梢ｌ著明ナ

リ。左右索肺共気管枝偕二結節ｦ･認ノズ。

對照宵駿。

　

弼毒性人型菌０．２ｍｇト生理的食喪

水2CCmトテ混合シテ気管内二注入シ、主賓駿

同様ノ経過テ観察ｼ、第11表ノ成績テ得タ九

本賓駿二於テハ血液刊主入セデルニ、右肺４週

1､2彼左肺４週２彼二於テハ血液残浙テ認ノタ

リ。之レハ古キ充血性出血ノ赤血球ガ崩潰シテ

生ジ如レモノト認ム。充血性出血ノ赤血球.･ヽ右

肺ﾀﾞヽ全例二於テ､左肺ﾀﾞヽ牛敷例二於テ認ノラレ、

結核性病撥ｽﾞヽ左肺二比シテ少シク弼度ナリ。気

管枝壁二於テダヽ、右肺４週２彼二於テ小ナル結

節テ１個認ﾉ･脱二乾酪受性ヲナセリ。

主賓駿ト對照責験トノ比較

表示ノ如ク病愛ハ索賓験共弼度ニシテ大差ナ

ク、血液残清ﾉヽ前者二多ク後者ニノヽ少散例二認

617

ニ開係ナキコトノヽ明カニシテ、ムシロ血液残唐

テ残セル古キ吸引性血液或ハ充血性出血が、之

レニ開係アルモノト考ヘラル。然レドモ本賓験

二於テノヽ1皿液残清ノ如何二開セズ病歿彊度ニシ

テ、主、對用賓験間二差異テコり難キヘ彊毒

性ノ菌テ多量使用セシタノ･ニ、病歿が著シク高

度:トナリシこ因ルモノナラン。

第３賓験。主賓験い弼度性人型菌/lOOO mg ト自

己血液２ ccm ト列昆合シテ気管内二注入シ、前

同様ノ経過テ観察シ、第12表ノ成績テ得タ几

本賓験ノ右肺ズヽ左肺二比シテ結節形成、肺門淋

巴腺腫大、気管枝淋巴腺結節形成ﾐ伺い著明ナ

ノレモ大差ナシ。

對照賓験。強毒性大型菌/jooo mg ト生理的食墜

水２ccm ト列昆合シテ気管内二注入シ、前同仁

ノ経過ヲ観穿シテ第13表ノ成績ヂ得タリ。

本吉験二於テハ充血性出血ハ、右肺６週１琥二

少シク認ムルノそ、病愛八一般二彊度ナラデル

モ、右肺ハ左肺二比シテ梢心匪唆ナリ。

　　　　

χ、

主、對雨賓験テ比較スルニ、前者ダヽ後者二比シ

テ上皮様結節形成多ク、乾酪憂性モ亦著明ナリ。

肺胞腔内游出ノ諸種細胞モ表示ノ如ク、前者二

著明ニシテ、膿瘍形成、結締織噌殖、気管枝淋

巴腺結節形成、肺門淋巴腺腫大、結核菌謐明等

モ亦前者二著明ナリ。

賞験成績小括

本章ノ賓験ヲ通覧スルニ、小歌ノ例外テ除ケバ

右肺ズヽ左肺二比シテ吸引血液量紋二充血性出血

梢ｌ多量ニシテ、病宛モ亦一般二著明ナルモ、

直接肺組織内注入賓験二於ケルガ如キ左右雨肺

門二大差テ見ズ。

主賓験ト對照賓験トテ比較おレニ、牛型菌使用

ノ第１賓験紋二彊毒性人型菌微量使用ノ第３賓

験二於テダヽ、結節形成、乾酪受性、膿瘍形成、

幼若結節会生、淋巴腺ノ腫大紋二結節形成、其

他ノ病愛八一般二前者二強度ナリ。第２賓験ハ

強毒性大型菌多量テ使用セシモノニシテ、主、

對副賓験共病受頗ル強度ニシテ、雨者間二差異

ヲ･認ｙズ。詳細ノヽ第10表、第11表二示セルガ
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如シ。之レニョリテ兄ノレニ、弱毒性菌或ダヽ弼毒

性ナルモ菌量少量ナル時ハ血液ノ存在ノヽ結核病

憂殺生二好鄙合ニシテ、結節ノ乾酪化、周園組

織二於ケル幼若結節形成、結核菌ノ殺育増殖拉

二肺臓内淋巴腺ノ結核病９ノ成立等テ助長セシ

ムルガ如シ。強毒性菌多量ナル時ノヽ、斯ノ如キ

影響ハ不明ナルモ、恐ラクハ病愛ノ高度ナル篤

メナラン。

次二同菌同虻テ直接肺組織内二注入シタル第５

章第２胃験第５表右肺1、2、4、6週ノ例ト本章第

１胃験右肺トヲ比較ソヽルこｰ、前者ハ後者二比較

スルニ、前者二比シテ病宛梢り題度ナリ。叉本

章二於テノヽ、結核性結節・ヽ２週二於テダヽ未グ形

成ナキモノアノ¢･モ、３週後ニハ多数殺生シ多ク

ノヽ乾酪化セリ。而シテ結節形成ノ如何テ問ハ

ズ、肺胞腔ニハ多核白血球、組織球、肺胞上

皮性細胞、淋巴球、瓦態細胞等ヲ認へ軍偏血

液注入賓験時ノ如ク時日ノ経過ト共二消失スル

コトナシ。結節形成多数、乾酪憂性址二膿瘍形

成強度ナル所謂重症例二於テダヽ、多核白血球特

二多数二認メラレ、軽症例ニハ之レテ認ムルコ

ト少ら。組織球モ重症例二多数、軽症例二少数

ナルモ、多核白血球二比ツ、レバ、前者二比較的

少数、後者二比較的多数出現スルガ如シ。気管

枝壁ノ結節形成ノヽ頗ル稀有ニシテ、本官験二於

テハ敷例ヲ認タタルニ過ギズ。叉血管壁ニハ１

例モ之レヲ認ｊズ。肺門淋巴腺腫大社二気管枝

淋巴腺結節形成等ハ屡ｔ認ムルモノニシテ、右

肺ハ左肺二比シ、主賓験ハ對照賓験二比シテ其

数多数且肩愛強度ナリ。

第８章

　

初感染ヲ経タル家兎二於ケル結核菌及ビ自己血液注入賞験

賓

下注射以外ノヽ前官験同様ナリ。｢カルミン｣液ハ

屠殺前24時間二気管内二注入ス。本官験二於

テモ、前賓験同様左右雨肺門二大差ナキモ、右

肺ハ左肺二比シり噫梢ｌ著明ナリ。

第１賓験。主賓験。

　

強毒性人型菌０．２ｍｇテ皮

下注射シ、50日後更二同菌0.2mgト自己血液

２ccm ト列昆合シテ気管内二注入シ第14表ノ

成績テ得タリ。

對照官験。彊毒性大型菌0.2mgヲ･皮下注射シ

50日後更二同菌０．２ｍｇト生理的食復水2ccm

ト列昆合シテ気管内二注入ス(第15表)。

雨賓験テ比較スルニ、血液残清ノヽ主賓験二於テ

ハ５例中５例二於テ認ノラレ、對照賓験ニハ全

ク之レヲ･認メズ。充血性出血ト認ム可キモノノヽ、

前者二於テハ２例、後者二於テノヽ１例テ認ムル

ノミ。然ルニ病受ハ則者共頗ル強度－シテ大差

ナク、唯前者二於テ結締織梢り胚度二噌殖スル

ノミ、気管枝壁二於テ｡ハ、對照４週１琥二小結

節１個ヲ･認ムルモ、主賓験ニハ之レヲ認メズ。

本官験二於テ注意ス可キ。・ヽ、肉眼的ニハ多数ノ

結節相融合シテ相常極度ナル壊死竃ヲ形成ソ､ル

モ、鏡楡上乾酪4ﾋヴ、ルコト軽度ニシテ時ニノ唾

ク之レラ認ｙザルモノサヘアリ、、叉肺胞腔内游

出細胞ハ殆ﾄ前賓験同様ニシテ、結節形成上皮

様細胞モ｢カノペン｣穎粒ラ有ソ、ルモノ少数ニシ

テ、とレテ有セヂルモノ多敬テ占ムルコト､ハ前

賓験同ね]ナリ。

第２賓験。主賓験。

　

弼毒性人型菌0．２ mg テ皮

下注射シ、50日後更二同菌1/1000 mg ト自己血液

2ccmトヲ混合シテ気管内二注入ソヽ(第16表)。

對照賞験。強毒性人型菌0．２ｍｇヲ･皮下注射シ、

50日後更二同菌1/1000 mg ト生理的食堕水2 ccm

ト列昆合シテ気管内二注入・、(第17表)。

本賓験二於テハ雨者共充血性出血ト認ム可キ赤

血球ナク、血液残清｡ハ主賓験ニノミ多量認ノ･ラ

ル。病受､八一般二軽度ナルモ、結節形成ノヽ主賓

験二著明ナリ。乾酪受性、膿瘍形成等ダヽ主賓験

二於テ､ハ各丿L例二於テ之レヲ認ムルモ、對照

賢験ニハ全ク之レヲ認ノズ。結締織噌殖モ前者

二於テ梢り匪度ナリ。

第３賢験。主賓験。弼毒性大型菌1/1000 mg テ皮

下注射シ、50日後更二同菌０．２ mg ト自己血液

２ccm ｌヽヲ混合シテ気管内二注入ス(第18表)。
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【第18巷

對照賓験。主賓験ノ血液テ生理的食盛二代ヘタこ

ルモノ(第19表)。

主賓験ハ何レモ血液残清ヲ有シ、６週1､2彼ニ

・ヽ充血性出血テ有フ、ルモ、對照賓験ニ､ハ全ク之

等ノ血液ヲ･認ノ･ズ。結核性病宛ノ'ヽ何レモ弧度ナ

ノレモ、 乾酪撥性雄二膿瘍形成ハ對照賓験二強度

●

ニ認ｊラル。第４賓験。主賓験。彊毒性人型菌

1/1000mg テ皮下注射シ、50日後更二同菌1/1000-

ｍｇト自己血液２ ccm ト刊昆合シテ気管内二注

入ス(第20表)。

對照賓験。主賓験ノ血液ノ代りニ生理的食盛水

ヲ･使用ス(第21表)。

本賓験二於テハ主、對雨賓験共充血性出血ナク、

主賓験ハ吸牧性ノ血液残圓テ４週間二至ル例二

於テ認ムルモ、對照官験ニハ之レサ認ノ･ズ。結

核性病良ハ雨者共軽度ナルモ、結節形成ハ前者

二著明ナリ。乾酪憂性ハ前者６週1、2琥二僅カ

ユ認ムルモ、後者ニノ｀ヽ全ク之レテ認メズ。膿瘍

刈

第５賓験。主賓験。

　

牛型菌0．２mg テ皮下注射

シ、50日後更二同菌0．２ｍｇト自己血液2 ccm

刊昆合シテ気管内二注入ス(第22表)。

對照官験。主賓験ノ血液ノ代りニ生理的食盛水

ヲ･使用ス(第23表)。

本官験二於テ｡ハ主賓験ハ血液残清雄二充血性出

血ト認ム可キモノ多キモ、對照賓験ハ之等ノ血

液ヲ二

ク、剖]チ肉眼的ニモ結節形成、壊死、肺炎、肺

門淋巴腺腫大蚊二結節等ノヽ著明ナリ。顕微鏡的

ニハ上皮様細胞性結節形成ノ乾酪良性、剥雌性

肺炎、膿瘍形成、気管枝淋巴腺結節形成雄二菌

ヲ･謐明スルコト頗ル著明ナリ。

賓験成績小括

本章ノ賓験成績ヲ小括スルニ、初感染タル皮下

注射菌量ノ大小二開セズ再感染二使用シタル菌'

量多キ時・ヽ、病憂ハ何レモ同時二強度ニシテ、

肺組織内血液ノ存否ニョリテ差異テ認メ難キモケ

菌量少キカ或・ヽ弱毒性ナル時ハ雨賓験開二相違

アリヘ血液ノ存在スル例ハ結節形成、乾酪撥ﾄﾞ



万第７妓】

- ●

-

岡本＝肺出血ノ悳命蚊二之ｶ’肺ノ結核性病礎二及ｙ３影響二就テノ賓験的研究

癩

･吋4

■C＼2

鍼

が

ど

宕

ぼ

収

頴

￥

禦

胆

葦
切

加　聊
１
－
｜

Ｉ ｜ １ ｜ １１ １ １ ｜ ｌ ｜ ｜ ｜ ｜ １ ｜

ま　議 Ｉｌ ｜ § ｌ Ｉ １ｉ ｜ ｜ Ｉ Ｓ ｜ １ ｜ １

批　議 １ ｜ ｜ ｜ ｜ ｌ ｜ ｌ ｌ ｜ Ｉ １ ｜ ｜ ｜ １ ｜

尖　議ｌ ｜ １ ｜ ｜ ｜ １ ｜ １ １ １ １ｌ １ ｜ ｜ １

差Ξ｣懸

喋臨池

眼

球迄

一一-･-　…

球嘔

１　１１ １ｌ Ｉ １ ｜ Ｓ１ １ ｜ ｜ ｜ ＋ ｜ １

＋ ｜ １ ＋ １ｌ １‡ ＋ ｌ １ ｜ 'l ｌ‡ ４-
呼-

-1一
十

耀爾領脚憾＋

-一

本

ｌ

＋

　｜

　¶皿

＋

＋ ｌ 　本

－　-･

＋

＋

－－

＋

＋ 本 ＋ ＋ ｜ ｜ １ ＋ ４-
十 本

祠勣茸縦 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ =‡=

眸

こ･ﾏ

姻和己

脚　屡 １ １ １ １ １ｌ ｌ § １ｌ ｜ １ ｜ ｜ １ １　｜

－

＋‰レ ｜ ｜ ｌ ｉ ＋ ｌ ＋ ＋ ＋ １ １ １ １ ＋ ＋

゛１詣　£
　！昔　迦 ＋ １ ｜ ＋ ｜ ＋ ｉ ＋ ＋ ＋ １ｌ １ ｜ ＋ ＋ ＋

≠ぶ

迄ぴ

ぼ印

卦

部縦

昭昭

ぼ印池

--　’　--･
　昭Ξ

　荊印

;俎こ

--　一

　諮胞

　惣瞑

＋ Ｓ｜ １ １ ＋ ｜ 本 ＋ ＋ ｜ ＋ １１‡ -4一
十

＋

－

　ｌ

１

１

ｌ
　 １

一 　 皿 -

　 １

｜

一一一

ｌ

１ １

－-

　ｌ

ｌ ｌ ｌ １ｌ １１ １ ｜ １

一一
１｜ １ ｌ １ｌ Ｉ ｜ ｜ ｜ １ １ １

‡ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ４一
十 ま ＋ 十十

＋ ＋ ＋ ＋ 峠--ト 十十
＋

‡
－
Ｉ
－
＋

＋ ＋ -l一
十 ＋ ＋ H一

十
４-
十

＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ -+一
叫-

H一
叫-

=1=

悩　　　偉 ｌ ｜ Ｓ１ ｜ ｜ ｌ １ ｜ １ｌ ｜ ｜ ‡ ｜ １

こ

詣

親

裁

贋　揃
mi m

＋ ＋ ＋ ｌ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ １ １ ﾆ1= ＋ ＋

刑　総

裁　謝
＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 十汁

喊緬惜‡ ＋ ４-
叶-

本

一一
＋

＋ 本 ４一
十

十
十 本 十十 本‡ ＋ ＋ 十十

-+一
十

本

－

＋薗Ξ｣勁 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 十十
＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋

乙部低

吟　訟 十十
＋ ＋ ‡ ＋ ＋ ‡ ま 本

+
-ト

＋ ＋･
十

＋ ＋ ま ＋ ‡

択部辰£欄 ＋ ｌ １ ｜ ｜ １ ｜ １ １ １ １ ｜ ｌ .1ｌ ｜ ＋

姻旭な聡 =1=

－

｜

‡ 本 ＋ ＋ ＋ ｜ ｜ ｜ ｜ １ｌ １ １ １ ｜ １

以垢奈訟 １ １ １ １ ＋ § ＋ ＋ ＋ ｜ ｜ ｜ １ 十十
＋ ＋

銅辰墟謳

召倒影犀 ‡ ＋ ＋ ‡ ＋ 本 ＋ ‡ 本
+

’「
↓
　Ｓ

=t= ＋ ＋ ∃≡‡ ‡

S?

肥

宕

嵯

召:

薗EL]能

批　Ｅ

切粗 １ １ｌ ｜ ｜ ｜ １ｌ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ＋ ｜ １

剛昶 ｜ １ｌ § ｜ １ １ ＋ １ ＋ ｜ １ ｜ １
+
叫- ＋ ＋

音　　　蔵‡ ＋ ＋ 十十
＋ 十十 ‡ 十十 ‡ 本 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ‡ ‡

春　　　が

－一一一一一

切　　　垢

１ ｜ ｜ ｜ ｜ ＋ Ｉ ホ ＋ ＋ ｜ ＋ ｌ ｜
-4-
十 ‡ =‡=

‡ +¦ ＋ 十十
｜ 本‡ ま H一

十
-+一
十

＋ -4一
十

＋ ‡ ま‡ 本
ｰ　駆　．一一一一

＿一一一一
← CM Cり ← Cvi Cり で－4 CM C｀り f-4 Cv2 M 呻 ？-●4 CM Cyつ 吻14

ﾛﾕ　　　　　　創 cヽl噸巨ﾚ,i･噸巨 ｃ噸巨！cヽ2々ヽ＝; cy:）々　収

625

性拉二膿瘍形成等著明

ニシテ、且ツ周園組織

ヘノ菌浸潤拉ニ長･病竃

形成等明カナリ。従ツ

テ肺組織内血液ノ吸引

叉ハ出血ハ、再感染二

於テ毛亦其ノ結核I生病

憂殺生及ヒヽ克行二對シ

促進的影響テ呉フルモ

　

ノナラン。

本章賓験中注目ス可キ’

ノヘ第3、5賓験ノ他ハ

病愛彊度ニシテ、肉眼

上壊死強度ナリト認メ

　

ラルル例二於テモ、頴

微鏡的ニハ乾酪化スル

　

コト少ク、膿瘍形成モ

亦軽度ナルコトナリ。

叉剥離性肺炎ハ常存シ

肺胞腔内游出シ大軍核

細胞中－ハ組織球多敬

一シテ肺胞上皮性細胞

少敬ナリ。叉重症例ニ

ハ多核白血球多敷ニシ

テ組織球比較的少ク、

軽症例ニハ比較的組織

球多数ニシテ多核白血

球少敬ナ几

以上ハ気管内注入賞験

ナルモ、次ノ第24表

ハ同量ノ牛型菌テ直接

肺組織内二注入シタル

非免疫賓験ト比較スル

タメこ特二盲験セシモ

ノナリ。

牛型菌0．２ｍｇヲ皮下

注射シ30日後更二同

　

、

菌０．２ｍｇ卜自己血液

2ccmトテ混合シテ直
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一 一

接肺組織内二注入ス。

第９章

　

免疫群ト非免疫群トノ比較

第１比較。牛型菌0．２ｍｇテ皮下注射シ、30日

後更二同菌０．２ｍｇト自己血液２ ccm ト刊昆合

シテ肺組織内二直接注入シタル免疫群第24表

ト、之レガ對照トナル其ノ非免疫群第５表右肺

2､4、6週トノ比較。

肉眼的ニハ結節形成ノヽ免疫群二強度ナルモ、壊

死、肺炎等。･ヽ差異テ認ｙズ。肺門淋巴腺腫大蚊

二結節形成等ダヽ非免疫群二彊度ナリ。

顕微鏡的ニハ上皮様細胞性結節形成ハ免疫群二

梢ｔ著明ナルモ、乾酪愛性、膿瘍形成、気管枝

淋巴腺結節形成雄二充血性出血等へ非免疫群

二強度ナ‰

第２比較。牛型菌０．２ｍｇテ皮下注射シ、50日

後更二同菌０．２ｍｇト自己血液２ ccm ｌヽ列昆合

シテ気管内二注入シタル免疫群第22表ト、之レ

ニ相常スル其ノ非免疫群第８表右肺トノ比較。

肉眼的ニダヽ結節形成、壊死、肺炎、肺門淋巴腺

腫大等總テ免疫賓験群強度ニシテ、顕微鏡的ニ

ノヽ免疫群ノヽ非免疫群二比シテ、血液残清蚊二充

血性出血ト蕗ム可キ赤血球多量ニシテ、叉上皮

様細胞性結節形成、乾酪良性、膿瘍形成、気管

枝淋巴腺結群形成、結核菌疏明等著明ナリ。

第３比較。前賓験二於ケル血液テ同量ノ生理的

食堕水二代ペダル免疫群等第23表ト、其ノ非免

疫群第９表右肺トノ比較。

免疫群川

顕微鏡的ニモ上皮様細胞性結節形成、乾酪良性、

膿瘍形成等弧度ナリ､、

第４比較。第２比較ノ牛型菌ヲ･強毒性人型菌二

代ペダル場合ノ免疫群第14表ト、其ノ非免疫群

第10表右肺1ヽノ比較。

肉眼的ニハ何レモ病愛強度ニシテ明カナル差異

テ認ノデルモ、顕微鏡的ニ・ヽ免疫群へ乾酪良

性、膿瘍形成等頗ル軽度ナリ。其他ノ良性。･ヽ却

テ秤卜強度ナリ。

第５比較。前比較ノ血液ノ代リュ生理的食堕水

【第18巷

ヲ使用シタル免疫群第15表ト其ノ非免群第11

表トノ比較。

病憂刈

疫群二於テハ乾酪愛性、膿瘍形成等頗ル軽度ナ

リ。叉充血性出血モ少シ。

第６比較。

　

強毒人型菌O。２ mg テ皮下注射シ、

50日後更二同菌1ん00 mg ト自己血液2ccmト

ヲ･混合シテ気管内二注入シタル免疫群第16表

ト、之レニ相常ノヽル其ノ非免疫群第12表右肺

トノ比較。

非免疫群ハ肉眼的ニハ結節形成、壊死、肺炎、

肺門淋巴腺腫大等、叉顕微鏡的ニハ上皮様細胞

性結節形成、乾酪良性、膿瘍形成、結締織増殖

等慨シテ著明－シテ、且ツ結核菌モ亦多敬認メ

ラノレ。

第７比較。前比較ノ血液ノ代りニ生理的食盛水

ヲ･使用シタル免疫群第17表ト其ノ非免疫群第

13表右肺トノ比較。

非免疫群川

シテ、雨賓験間ニハ前比較二記載セシト同様ノ

差異ヲ･認ム。

第８比較。

　

彊毒性人型菌j/1000 mg ヲ･皮下注射

シ、50日後更二同菌０．２ｍｇト自己血液２ ccm

ト列昆合シテ気管内二注入セル免疫群第18表

ト、之レニ相常セル非免疫群第10表右肺トノ比

較。

雨賓験群ハ病愛何レモ強度ニシテ、一見シテ差

異テ認ｙ難キモ、免疫群ハ乾酪愛性位二膿瘍形

成等頗ル軽度ナリ。

第９比較。前比較二於ケル血液ノ代りニ生理的

食堕水ラ使用セシ免疫群第19表卜、之レニ相常

スル其ノ非免疫群第11表右肺トノ比較。

肉眼的ニハ雨群間二差異テ認ノ･難キモ、顕微鏡

的ニハ免疫群ハ非免疫群二比シ、上皮様細胞性

結節梢ｌ多叙位二乾酪愛性、膿瘍形成等モ梢ｔ

弧度ナリ。
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第10比較。

　

強毒性人型菌/lOO。 mg ヲ･皮下注射

シ、50日後更二同菌/jUOO mg ト自己血液２ ccm

トヲ気管内二注入シタル免疫群第j20表tヽ、こレ

ニ柑溶スル非免疫群第12表右肺トノ比較。

肉眼的ニハ結節形成、壊死、肺炎、肺門淋巴腺

腫大等總テ非免疫群二彊度ニシテ、顕微鏡的ニ

モ病受ハ總テ非免疫群二著明ナリ。殊二多核白

血｡球性膿瘍ハ２例二於テ少シク形成セラレタル

モ、免疫群ニ､ハ全ク之レテ認メズ。

第11比較。前比較二於タル血液ノ代りニ生理

的食奢水ヲ使用セシ免疫群第21表ト、之レニ相

営セル非免疫群第13表右肺トノ比較。

本比較二於テハ略ｌ前比較二於ケルト同様ナ

リ。

比較成績小括

以上ノ比較成績ヲ小括スルニ、第２同目ニ/lOOO

mgノ菌量テ使用シタル第6、7、10、11比較ノ免

疫群二比シテ結節形成、乾酪憂性、壊死、膿瘍

形成、乾酪性肺炎、肺門淋巴腺結核等ノ諸病機

が漑シテ軽度ナルカ、叉ハ後者二明カナルニ拘
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ラズこレヲ･認ノ･ザルモノニシテ、従ツテ相常明

カナル免疫性ノ存在ヲ･認ノ得ルモ、第２同目ニ

０．２ｍｇノ菌量ヲ使用シタル第1、4、5、8比較二

於テハ病受ぺ判群共同様叉ハ免疫群二却テ著明

ナルモ、乾酪愛性拉二膿瘍形成へ免疫群二軽度

ナリ。斯ノ如キ阻係ハ弘重氏モこレラ認ｙ、第

２同目注射菌量多キ時ハ免疫群ハ組織μ恚大ニ

シテ病受却テ強度ナルモ、乾酪愛性、膿瘍形成

等。・ヽ軽度ナリト云ヘリ。然レドモ同様二第２同

使用菌量0.2 mgナル第2､3、9比較二於テノヽ、

乾酪撥性、膿瘍形成等が免疫群二却ツテ弧度ニ

シテ従ツテ必ズシモ免疫群二之等病愛が軽度ナ

リト。ハ断定スルテ得ズ。

斯ノ如ク第１同注射菌量ノ如何二拘ラズ、第２

同目注射菌量多キ時ハ、之レテ血液叉ノヽ生理的

食堕水ト混合シテ注射フヽルモ、何レモ病撥ノヽ免

疫群二却テ強度ナリ。其理由ハ不明ナルモ恐ラ

クノヽAIlerｇｉｅノ開係二因ルモノナランカ。今

後ノ研究二俣タデル可ガラス。

第10章

　

總括及ビ考按

注入赤血球ダヽ肺組織内直接注入時ニ。・ヽ3日ニシ

テ、叉気管内注入時ニハ２日－シテ全ク崩潰セ

リ。而シテ前場合ニ・ヽ常二肺組織ノ血管二損傷

ヲ生ジ、之レニ因ル出血が添加スルタメー、肺

胞腔内赤血球ノ崩潰スルニ至ル時間ダヽ後ノ場合

ヨリモ長時間テ要スルモノト考ヘラル。而シテ

赤血球崩潰後。・ヽ、血色素含有ノ血漿（血液残清ト

記セリ）が残存シ経過日敬二比例シテ漸減シ、

30日後ニノ｀ヽ認ノデルニ至ル。其ノ経過状態ノヽ既

二肺組織内直接注入賓験小括ノ所二述ベタルガ

如シ。

肺組織内直接或ハ気管内一血液注入－ヨリテ起

ル肺ノ病髪・ヽ、血管摘張、充血二件ヒ、多核白

血球、淋巴球等ノ血管拉二気管枝周園、肺胞壁

及ビ腔内ヘノ浸潤、次デ組織球、肺胞上皮性細

胞等ノ大軍核細胞が肺胞壁及ビ腔内游出テ起

シ、肺胞壁肥厚シ肺炎ノ像ヲ･呈シ、之レニ件と

他ノ部分ニダヽ肺気腫、肺萎縮、気管枝上皮増殖

拉二剥離等ノ病受テ起ス。

以上ノ病症八一般二肺組織内直接注入賞験群二

強度ニシテ、気管内注入賞験群二軽度ナリ。而

シテ血液注入後3―10日ヲ頂鮎トシテ漸次軽減

フヽルモノナ八其他肺組織ニー・ヽ血液注入後2－

10日間印チ炎症強度ナル時期二於テ､ハ、血管披

張、充血二件ヒ屡々相営廣範園二亙り出血ヲ･認

ノ･、数日後ニハこレガ崩潰シテ血液残満トナリ、

被注入血液ト嘔別シ得デルニ至ル。而シテ則血

液残清ハ共二前述ノ方法ニョリテ詐失ソ､ルニ至

ﾉL。故二注入血液ノミノ運命・ヽ認ｙ難キモノト

考ヘラル。

斯ノ如夕一度血液叉ハ生理的食囃水づ圭入り、レ

ペ肺組織ニハ炎症サ起シ二次的二出血フ､。

次二肺胞腔内游出ノ上皮様細胞二就テ・ヽ既述ノ

如ク、古来諸ぶレ生ジ令日尚確定スルニ･ヤラ几
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卸チFraenkel, Briscae, Sewell,渡逡、田尻、

木村、藤森等ダヽ肺胞上皮性細胞ナリト云ヒ、最

近常研究室二於クル下村氏ノ研究ニョレバ、組

織球モ其一部テ成フ、モ主要ナルモノヘ肺胞上

皮細胞乃至ハPneumotytenナリト登表セリ。

岩男、結域、村田、坂本、具嶋等ノヽ此ノ細胞ノヽ

組織球ナリト云ヒ、上谷拉二常研究室二於ケル

大高氏等ハ組織球ト肺胞上皮性細胞トノ２者ナ

リト云ヘリ。余ノ研究ニョレバ此ノ游出上皮様

細胞中ニハ｢カルミン｣穎粒著明ナル組織球大多

数テ占へ此ノ穎粒ナキ肺胞上皮性細胞ト認ム

可キモノハ極少数ニシテ、叉軍二形態學上ヨリ

見ルモ組織球多数ニシテ肺胞上皮性細脆レヽ極少

敷ナリ。然レドモ余ハ賓験上組織球ト肺胞上皮

性細胞トヲ一認メタルニョリ、大高、下村氏等ノ

混合説二賛成スルモノナリ。唯各場合ニョリテ

雨種細胞ノ出現割合ハ相営著シキ差異アルモノ

ト;考ヘラル。

亘態細胞ノヽ毎常多数出現シ、之レガ成立二就テ

ズヽ第２章文献概要二記述セシガ如クLubimow,

Oppenheimer, Koeh, Baumgarten, Weigerf,

Evans ｕ．Baumann, Winternitz,林氏等ハ上

皮様細胞が原形質分割テ件ハデル核分裂ニョリ

テ生ズル増殖性亘態細胞ナリト云ヒ、Jaest ｕ．

Emschof, Langhans, Metschnikoff,清野、村

上、加藤、上谷氏等ハ肺胞腔内游出ノ上皮様細

胞が融合シテ生ジタルモノ印]チ融合性亘態細胞

ナリト云フ、、余ノヽ賓験ノ結果上皮様細胞が間接

分裂ヲナソヽ像テ屡ｌ認ノ'タルモ、肺胞腔内二上

皮様細胞殊二組織球が蛸集シテ将二融合セント

スルモノチ認ムル方逢カユ多数ナルニョリ、且

態細胞ノヽ融合ニョリテ生ズト考フルモノナリ。

脚本細胞・ヽ多クハ先輩諸賢ノ認ｊタルガ如ク一

種細胞性ナルモ、稀ニハ｢カルミン｣受取ノ状態

・－ヨレバ、組織球ト肺胞上皮性細胞トヨリ成ル

ガ如ク見ユルモノアルモ、果シテ之レガ雨種細

胞性ナルカ否ヤノヽ猶今後ノ研究テ要ス可ク、余

｡ハ軍二斯ノ如キ且態細胞ヲ認ノ･タリト云フニ止

ノ'ントス。脚血液注入賞験二於テ、注入血液ノ

【第18巻

多量二充蒲セル所ハ肺胞壁、腔共二細胞浸潤モ

肥厚モ少ク、反ツテ血液ノ少キ所二之等ノ'ヽ彊度

ナルテR忍ム。

右肺組織内直接注入賞験二於テヘ左肺・ヽ血液

ノ存在おレコト少量且不定ニシテ、全ク之レチ

認メデルモノ屡ｌアリテ、病受モ右肺二比スレ

バ頗ル軽度ナリ。故二喀血ヲ起スモ必ズシモ多

量吸引フ、ルモノーアラズ。全ク吸収セデルモノ

或ハ極少量吸引スルモノアリ。叉反對二少量ノ

喀血二於テモ比較的多量ノ血液ヲ･吸引スルコト

モ考へ得可シ。

気管内血液注入賓験二於テヘ右肺ハ左肺二比

シテ吸引血液量一般二梢ｔ多量ナルモ、紹對的

ノモノニアラズシテ、時ニノ･ヽ左肺二多量ノコト

アリ。病受モ亦之レニ件ヒ大値二於テ、右肺ノ'ヽ

左肺二比シテ梢丿弧度ナル程度ノモノ多シ。

加結核菌血液直接肺組織内注入賓験二於テモ軍

鶏血液注入賓験二於ケルガ如キ病憂。・ヽ勿論存在

スルモ、煩雑ヲ･避クルガタメニ省略フヽ。之ノ場

合對照トシテ加結核菌生理的食盛水テ肺組織内

二直接注入シタルモノダ見ルニ、刺傷ヨリ出血

シテ周開祖織二浸潤シ主賓験ト略ｌ同様ノ状態

ヲ･呈シ、病受モ亦同様二認メラルルモノ多シ。

次二病受ヲ總括スルニ、結核結節ノヽ加結核菌血

液或ハ加結核菌生理的食聳水注入後2逞間ニシ

テ肉眼的二認ノラレ、顕微鏡的ニハ既二其中央

部二乾酪受性ヲ起シ、３週ニシテ著明トナリ、

６週ニシテ中央部二腔洞ヲ生ズルモノアリ。90

日ニシテ多数ノ結節ノヽヽ腔洞サ生ジ其ノ壁盆二乾

酪竃中ニハ石灰沈著テ認ムルモノアリ、、

結節形成上皮様細胞二就テダヽ、既述ノ如ク或。･ヽ

之レテ組織球ナリト云ヒ、或､ハ上皮性細胞ナリ

ト云ヒ、或。・ヽ上皮性細胞ト淋巴細胞ト固定結締

織細胞ト血管内皮細胞等ヨリ成ルト云フ。余ノヽ

賞験ノ結果組織球ノヽ少数ニシテ且散在性ニアリ

テ、大部分ノヽ上皮性細胞ナルコトヲ認ノタリ。

然ルニ肺泊腔内游出ノ上皮様細胞中ニ。・ヽ組織球

多数ニシテ、上皮性細胞ノヽ少数ナルニョリ、結

核結節ノヽ肺胞腔内游出ノ之等ノ細胞ノ絹集二因
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リテ生ジタリト。・ヽ考へ難ク、肺組織固有細胞ノ

游出或ノヽ噌殖ニョリテ僅少ノ組標球ト共二之レ

ヲ形成スルモノト考ヘラル。叉加結核菌血液注

入－∃リテ惹起セラルル肺炎ハ軍一血液ノレヲ･

注入シテ起ル肺炎トハ既述ノ如ク其ノ像モ異ナ

ル1ヽ共ﾆｰ、慢性ノ経過ラトリ90日後尚依然1ヽシ

テ存在ス。之レノヽ結核菌ノ毒素ニョリ、組織が

絶エズ刺戟セラノレ几二因ルモノナラン。肺門拉

二気管枝淋巴腺ニ｡ハ、山上氏其他ノ諸賢め副冥

ヲ使用シテ認ノタルガ如キ強度ナル分化ハ１例

モナク、唯軽度ナ九分化テ認ムルコトアルノミ。

時ニ・ヽ時日尹維過ノ、ルモ何等ノ綬化テ認ノデル

モノアリ。

加結核菌血液気管内注入宣験二於テモ、結核性

病愛ノヽ大膿二於テ前賢験二於ケルガ如キモ、本

賓験二於テハ加結核菌生理的食麟水列主入シタ

ル對照トノ間二病侵二匯別尹認ノ･得タリ。印チ

牛型菌０．２mg ヲ使用シタル第８表右肺ト第９

表右肺トテ比較フ、ルニ、病縫ハ血液テ注入シタ

ル主賓験二強ク、對照賓験二賜シ。彊毒性大型

菌0．２ｍｇテ使用シタル主責験第10表卜封照

第11表トナ比較スルニ、両肘共病勁強度ニシテ

一見明カナル差異ラ認ｙ難キモ、強毒性人型菌

/looomg ヲ使用シタル主賓験第12表ト其ノ對

照賓験第13表lヽヅ比較セバ、病侵ハ主賓験二強

ク對照二弱シ。之レニョリテ見ルニ、肺組織内

二結核菌ト共二自己血液列主入スル時ノヽ、血液

浸入二件フ一時性反廊性炎症ノ他二結核性病愛

テ噌強スルモノニシテ、唯強毒性菌多量注入時

－ノヽ、病撥強度ナルタノニ血液ノ存在ニョル差

異ノヽ比較的不明トナル。免疫賓験二於テモ略ｌ

同様ノ結果－シテ、血液ノ存在ノヽ病憂ヲ･強度ナ

ラシ八既二殺生セル結節二對シテノヽ乾酪化シ

易ク、且叉膿瘍形成モ容易ナラシヘ周園組織

二對シテハ幼若結節形成ヲ容易ナラシムルガ如

シ。

以上ノ結核菌注入賞験二於テ｡ハ、肺胞腔内ニハ

多量ノ惨出液ノ他二一般二上皮様細胞（主トシ

テ組織球一少部分ノヽ上皮性細胞）、多核白血球、

淋巴球等ヲ認ム｡フレモ、其ノ出現フヽル割合ハ病受

ノ軽重ニョリテ差異アリテ、淋巴球ハ多核白血

球二比スレバ常二小数ナリ。叉重症例二於テノヽ

多核白血球多数、淋巴球梢ｌ多歌、上皮様細胞

比較的少数ナリ。軽症例二於テダヽ多核白血球址

二淋巴球少敷ニシテ、上皮様細胞比較的多数ナ

リ。中等症二於テハ游出細胞ハ前２者ノ中間ニ

アリ、気管枝腔内ニハ略ｌ之レト同様ノ所見ヲ

呈ノ、ノレヲ見ル。茲二於テ余ハたゾ結核患者ノ喀

痰中二如何ナル細胞種テ含有スルカ、果シテ余

ノ伐験成祐二一致スルヤ否ヤラ見ントシテ、先

ゾ重症、中等症、軽症患者各５名ヨリ採痰シテ

検シタルニ、略り位記ノ成績二一致セリ、、岸川

氏雄二常研究室二於ケル下村氏等ハ結核患者ノ

喀痰二就テ、上皮様細胞雄二多核白血球ノ多寡

二就テ研究シ、重症、中等、軽症二匯別シテ登

表セル成績ハ余ノ成績ト同様ナリ。次二雨種細

胞ノヽ喀血後如何ナル噌減ヲナフヽヤテ見ントシテ

６名ノ喀血患者ヨリ、喀血直後、１週間後、２

週間後、３週間後ニソレソレ採痰シテ検セシニ、

雨種細胞ハ喀血直後ニーハ比較的少欲ノモノ多

ク、１迦間後ニハ梢ｌ噌加シ、２迦間後ニダヽ叉

噌加シ、３週間後－ハ２週間後卜差異ナキヲ見

タリ。而シテ上皮様細胞ノヽ何レモ峨反庶陽性ノ

褐色ノ穎粒ヲ･多歌含有セリ。結核菌ハ主トシテ

上皮様細胞ノ原形質中一一3－5個認ムルコト多

ク、叉多核白血球ノ原形質内ニモ認ムルコトア

リ､、

次二免疫群ｂ非免疫群1ヽヲ･比較フヽルニ、肺臓ノ

結核性病愛ハ、使用菌量少キカ或ハ弱毒性菌ナ

ル時ダヽ一般二免疫群二軽度ナルモ、強毒性菌多

量使用セシ時ニハ免疫群二却テ彊度ナリ。、然lﾉ

ﾄﾞ゛モ乾酪受性雄二膿瘍形成等ハ、免疫群二軽度

ノモノ多シ。之レニョリテ見ルニ、結核免疫カナ

ルモノ｡ハRbmer, Hamburger, Lewandowsky

等ノ云ヘルガ如夕彊カナルモノニアラズシテ、

菌量少キ時或刈

ヲ･抑制フ、ルモ、菌量多キ時或ハ強毒性菌ナル時

　

二之レラ抑制ハレノカナヽク、反ツテ反感性撥
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化大ナリト考ヘラル。

以上ノ賓験中二於テ気管枝壁ノ結節へ非常二

少数ニシテ、中等或ノヽ大ナル気管枝壁二唯数例

【第18巻

ニ於テ之レテ認メタルニ過ギズ。【血管壁ニハ全

ク之レヲ認メザリキ。

第11章結論

Ｉ。自己血液軍福注入賓験

　

1．被注入赤血球ハ2－3日ニシテ全部崩潰ス。

　

２．赤血球崩潰後ノ血液残置へ

　

時日ノ経過

ニ件ヒ漸次減少シテ30日後消失スルニ至ル。

　

３．血液注人ニョリテ起ル肺ノ病受ハ、血管攘

張、充血二件ヒ多核白血球、淋巴球、組織球、

肺胞上皮性細胞等ノ肺胞壁、肺胞腔内游出、肺

胞壁肥厚、部分的肺気腫、肺萎縮、気管枝上皮

堆殖拉二剥離等ニシテ大艦ノ像ハ剥離性肺炎ト

認ム可キモノニシテ、其ノ経過ノヽ一過性－シテ

3―10日ヲ最盛期トシテ以後漸減シ、30日後ニ

ノヽ殆ド快癒ス。其他血管摘張、充血二件ヒ二次

的二出血ヲ起スモノ多シ。

　

4・肺胞腔内游出ノ大軍核細胞中ニハ組織球

多数テ占ノ、肺胞上皮性細胞ト見ル可キモノノヽ

僅少ナリ。亘態細胞・ヽ融合ニョリテ生ジ、多ク

ノヽ一種細胞性ナルモ、時ニ・ヽ上記ノ雨種細胞性

ト見ユルモノアリ。

　

５．多核白血球｡ハ血液注入後３時間ニシテ噌

加ヲ始八24時間テ頂黙トシテ以後漸減シ、２

週間後ニハ認ノデルニ至ル。琳巴球､ハ血液注入

後10時間ニシテ堆加シ始ノ７日ヲ･最高1ヽスル

モ、50日後倚之レヲ認ノ得ルモノナリ。

　

６．血液ヲ肺組織内二注入シタル動物群ダヽ之

レヲ気管内二注入シタル動物群二比シ、反施性

炎症弧度ナリ。而シテ前者ハ對側肺ノ病愛頗ル

軽度ナルモノ多キモ、後者ハ左右間二大差ナク

唯右肺ノヽ幾分強度ナル程度ナリ。

Ｕ．

　

加結核菌血液注入賞験

　

１．結核結節｡ハ結核菌注入後２週間ニシテ認

メラレ、菌量多キモノノヽ之レガ少キモノニ比シ

テ、其数多ク且大ナリ。

　　　　　　　　　

″

　

２．結核性病髪へ菌量少キ時。・ヽ血液注入セシ

モノハ其ノ然ラデルモノニ比シテフ箭明ナルモ、

菌量多キカ或ノヽ彊毒性ナル時ノヽ同様二彊度ニシ

テ、血液ノ存否ニョル差異ヲ･認丿難シ、、

　

３．肺組織内血液注入叉ハ出血アル時ハ其ノ

否ラサ）レ場合二比シ慨シテ、乾酪受性、膿瘍形

成強ク且周園組織二幼若結節形成テ認ムルコト

多シ。

　

4．肺組織内直接注入賓験二於テハ、對側ニハ

頗ル軽度ナガラ結核病憂ノ登現アリ、気管内注

入賞験二於テハ、左右雨肺共二略ｌ同様ノ病撥

アリテ大差ナシ。

　

５．肺組織内直接注入賓験二於テヘ對照群二

於テモ加結核菌生理的食盛水注入時出血シテ主

賓験ト同様ノ観ザ呈シ、病憂亦同様二惹起セラ

ル。気管内注入賓験二於テ。・ヽ、對照群ニハ多少

ノ充血性出血ヲ認ムルモ、主賓験二比シテ病受

軽度ナリ。

　

６．結核結節形成ノ上皮様細胞・ヽ、組織球少数

ニシテ上皮性細胞多数テ占ム。

　

７．結核性肺炎ハ慢性ノ経過テトリ、肺胞腔内

ニ・ヽ常二多数ノ上皮様細胞拉二多核白血球ヲ認

ム。而シテ重症例ニハ多核白血球多数ニシテ上

皮様細胞比較的少ク、軽症例-・ダヽ上皮様細胞比

較的多ク多核白血球少数ナリ。気管枝腔内二出

現スル細胞種モ亦肺胞腔内ノモノト殆ド一致セ

几

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

。

　

８．重症、中等症、軽症各５名ノ結核患者ヨ

リ探痰シテ検シタルニ、其ノ成績ダヽ前記賞験成

績Iヽ一致セリ､、

　

9．喀血患者ノ喀痰二於テ､ハ､喀血直後ハ上皮

様細胞モ多核白血球モ比較的少数ナルモ、１週

間後ニハ雨者共梢ｌ噌加シ、２週間後ニハ更二

噌加シ、３週間後ハ２週間後ノモノト差異ナキ

ヲ･認ノタリ､、而シテ上皮様細胞ハ、嫁反慮陽性

ナル褐色ノ大小多数ノ穎粒ナ含有シ且1－5位



ノ結核菌ヲ認ムルコト多シ。

　

10．免疫賓験二於テモ非免疫賓験二於ケルガ

如ク、肺組織内血液ノ存在｡ハ結核性病撥ノ冊生

ヲ･強度ナラシム。

　

11．免疫群ハ非免疫群二比シテ、注入菌量多

キ時或ノヽ強毒性ナル時ハ諸反息性宛化反ツテ強

度ナルモ、乾酪受性、膿瘍形成等｡・ヽ軽度ノモノ

多シ。菌量少キ時ハ諸反施性病受軽度ナリ。

　

12．乾酪優位二腔洞壁二於ケル石灰沈著ハ、

免疫群二梢り屈度ナリ。

　

13．肺門雄二気管枝淋巴腺ノ結核性病症ノヽ常

二軽度こ・シテ、先輩諸賢が海狸テ使用シテ認ノ

タルガ如キ強キ病症ノヽ認ノズ。交気管枝壁ニノヽ

結節ヲ･生ズルモノ頗ル少斂ナリ、。

　

14．肝臓、牌臓、腎臓、骨髄ノ病噫ハ殆ド認

メザリキ。

掴竿二臨え終始御懇篤ナル御指導雄二御校閲テ

賜リタル中院博士址二御鞭娃ヲ賜リタル院長小

川匯士二深謝ス。
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